
鱗片
りんぺん

中肋
ちゅうろく

中肋の先が
少し突き出る

花序枝
か  じょ し

苞葉
ほうよう

茎

葉

穂は線香花火のような形

茎の先端に
苞葉が
何枚か出る タネが熟すと

鱗片ごと落ちて
最後は軸だけになる

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

身近な場所によく生える１年草です。庭先や植木鉢の中に自
然と芽生えてくることもあります。コゴメガヤツリやチャガ
ヤツリなど、他のカヤツリグサ類とともに一緒に生えている
こともしばしばです。

市内全域でよく見られますが、除草
剤の影響を受けやすい傾向がありま
す。あまり目の敵にせず、地域に育
つ野の花として、やさしく見守る気
持ちを大切にしたいところです。

カヤツリ（蚊帳吊）とは、蚊帳を吊ったときの四
角形を表したものです。切った茎の両端から真ん
中に向かって裂いていくと、四角形ができること
に由来します。これを利用した子どもの遊びが相
性占いです。まず、茎の片端を持ち、相手に反対
側の端を持たせて、同時に両側から裂いて、四
角形ができるかで占います。実はこれ、成功率が
低いので、遊びと割り切って楽しんでくださいね。

相性占いで遊べる草

市内全域、身近な場所でよ
く見られます。同じ仲間の
コゴメガヤツリやチャガヤ
ツリとよく一緒に生えてい
ます。

畑地、道ばた など

過酷な環境下に生えたものや、秋以降に芽生えたものは、
10cm 以下の草丈で穂を出すこともあります。花序枝が出な
いことも多く、茎の先にちょぼっと穂がつく感じになります。

茎の先端から数本の「花序枝」が伸び、その先に黄土色の穂
をつけます。遠目に見ると、まるで線香花火のように見えま
す。また、葉と同じような形の苞葉が、穂の下に数枚つきます。
穂の鱗片は先がややとがった形をしていて、中肋と呼ばれる
緑色の部分が少し突き出るのが特徴です。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

（蚊帳吊草）
Cyperus microiria Steud.

カヤツリグサ科 カヤツリグサ属

農
薬

カヤツリグサ
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雄 花

雌 花
花の真ん中の
形が違う

赤くて
丸い果実が
いくつも
ぶら下がる

果実の中には
カマキリの頭の
ような形の
タネが入っている

花は
朝にはしぼむ

葉は深緑色で
少しざらざらした
触り心地

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

やぶや林の縁に絡みつくようにして生育しています。地上部は
寒さとともに枯れてしまいますが、地中にある塊根（かいこん）
で越冬する多年草です。

身近な場所でよく見られ、今のとこ
ろ絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

草木に絡みつくようにしながら、つるを上に向かっ
て伸ばしていくカラスウリ。秋になると、今度は地
面に向かって、つるが垂れ下がるように伸びてい
きます。つるの先端は、地面に到達すると、土の
中へと潜っていき、そこで塊根をつくります。この
塊根は、翌年の春に芽を出して、新しい株として
成長を始めます。カラスウリは種子のほかに、こ
のようなユニークな方法で子孫を残しています。

つるの先が地中に潜る

市内全域で見ることがで
きます。林縁に多く、秋
から冬にかけて赤い果実
が良く目立ちます。

林縁、やぶ など

雌雄別株で、雌株には丸い果実ができます。果実は熟すと色鮮
やかな朱色になり、枯れ草の目立つ晩秋から初冬にかけての野
辺でよく目立ちます。果実の中に面白い形の種子がいくつも入っ
ています。カラスウリにはタマズサ（玉章）の別名がありますが、
この種子を結び文を意味する玉章に見立てたことが由来です。

夏の夜、白いレースのような花を多数咲かせます。花は暗くなっ
てから開き始め、翌朝の日の出の頃にはしぼんでしまいます。
ただ、季節が進んで朝晩涼しくなってくると、朝のうちは花が
開いていることもあります。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ウリ科 カラスウリ属

（烏瓜）
Trichosanthes cucumeroides (Ser.) Maxim. ex Franch. et Sav.

今のところ特になし

カラスウリ
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葉の先が
へこむ

秋に発芽した
芽生えた
ばかりの株

若い株は花の時とは
見た目がかなり違う

ホソバ
ヤハズエンドウ

変種

シロバナ
ヤハズエンドウ

品種

葉の先が
とがる

白い花を
咲かせる

托葉
たく よう

巻きひげ
葉先の巻きひげは
体を支えるためのもの

托葉の
黒い点から
蜜を出す

果実は
熟すと
真っ黒
になる

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

身近な場所によく生え、春の野花としておなじみの存在です。
名前のカラスは、果実が熟すとカラスのように真っ黒になるこ
とに由来します。葉先が矢筈（やはず）のように凹むことから、
ヤハズエンドウとも呼ばれます。

カラスノエンドウは、とても身近な野花なので、
野草図鑑にはほぼ間違いなく掲載されています。
一般向けの図鑑は、多くがカラスノエンドウの名
前で紹介していますが、実は標準和名としてはヤ
ハズエンドウのほうが採用されています。そのた
め、専門書の大半はヤハズエンドウの名前で掲
載しています。今後、一般向けの図鑑でもヤハ
ズエンドウ派が多くなってくるかもしれませんね。

市内全域、どこにでもよく
見られます。

道ばた、野原、公園 など

葉のつけ根にある托葉には蜜腺があり、蜜を求めてアリがやっ
てきます。また、カラスノエンドウはアブラムシがつきやすく、
アブラムシを食べるためにテントウムシがたくさん集まります。
アリは、アブラムシの出す甘露と言う甘い分泌物も大好きです。

茎は 30～ 50cm の高さになりますが、やわらかいため自分で
自分の体を支えられるほどの強さはありません。葉の一部が変
形してできた巻きひげを使って、体を支えています。花は赤紫
色ですが、色の濃淡には個体差があります。白花種はシロバナ
ヤハズエンドウと呼ばれており、市内でもたまに見つかります。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

マメ科 ソラマメ属

（烏野豌豆）
Vicia sativa L. subsp. nigra (L.) Ehrh.

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

今のところ特になし

ヤハズエンドウが標準名に

カラスノエンドウ

托
たくよう
葉 ･･･ 葉のつけ根にある、小さな葉のようなもののこと。 53



仏炎苞
ふつ えん ほう

雄花 雌 花

付属体
ふ  ぞくたい

仏炎苞は
緑色

雄花も雌花も
花びらはない

むかご

小さい葉は
切れ込まない
ことが多い

むかごでも
増える

こんなに
ぎっしりと
果実が
できるのは
珍しい

ムラサキハンゲ
品種

仏炎苞の
色が黒っぽい

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

畑地や野原など、日当たりが良くて乾燥した場所によく生え
ている多年草です。結実率は悪いのですが、地中の球根や、
葉のつけ根と柄にできる「むかご」でどんどん増えていきます。

畑の雑草として有名なカラスビシャク。さぞかし
嫌われてきたのだろう…と思いきや、案外そうで
もなかったようです。「半夏」という薬になるため、
農家は草取りがてら球根を集めて売り、小遣い
稼ぎをしたのだそうです。球根は栗のような形
で、へそのようなくぼみがあるため「へそ栗」と
も呼ばれます。これが農家の小遣い稼ぎに使わ
れたことから、転じて現代の意味になったのです。

市内全域でよく見られます。
畑の周りなど、日当たりの良
い乾燥した場所を好みます。

畑地、野原、道ばた など

名前は、苞に包まれた花の形をひしゃくに見立て、小さいこ
とからカラスが使うものとしてつけられたものです。球根は
薬用として使われ、漢方で「半夏」と呼ばれています。

雑節のひとつの半夏生（はんげしょう）は、７月２日頃のことで、
半夏（カラスビシャクのこと）の生える頃と言う意味合いがありま
す。ただ、７月まで待たずとも、早いものでは４～５月には葉を出
し、花を咲かせ始めます。花は緑色の苞に包まれるようにして咲
くため、外側からその様子をうかがうことはできません。紫がかっ
た色の苞をつける株もあり、ムラサキハンゲと呼ばれています。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

サトイモ科 ハンゲ属

カラスビシャク（烏柄杓杓
Pinellia ternata (Thunb.) Breitenb.

市内全域に生え、数も多いため、今
のところ絶滅の心配はありません。
ただ、生えている場所柄、除草剤散
布など人間活動の影響を受けやすい
と考えられます。

農
薬

へそくりの語源となった草

むかご ･･･ 芽が変化してできたもの。地面に落ちると、芽を出して新しい株として育つ。54



タネには白い綿毛があり
風とともに遠くへ飛んでいく

タネは上部に
刺がある

タネは明るいわら色

嘴は太い
円錐形

ウスジロカントウタンポポ
品種

舌状花が
白っぽい
ぜつじょうか

花の中央は黄色

花は明るい黄色

葉は明るい緑色 花粉の大きさは
揃っている

突起

総
苞
そ
う
ほ
うそうほうがいへん

　　　　に
はっきりと
突起がある

果実期に
　　　　が
多少開く
ことも

総苞外片
総苞外片

総苞外片

　　　　の長さは
　　全体の半分程度
総苞外片
総苞

総苞は
明るい緑色

くちばし

カントウタンポポ
キク科 タンポポ属

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

ときどき草刈りが行われるような日当たりの良い野原に生え
る多年草です。市内では、利根川や江戸川、利根運河など堤
防草地で、シナノタンポポやトウカイタンポポと一緒に生え
ている姿をよく見かけます。

在来タンポポは、地域によって分布する種類が異
なり、カントウタンポポは関東平野を代表するもの
です。そのため、野田市で見られる在来タンポポ
もカントウタンポポが中心となります。他にも、関
東北部～甲信越～北陸に分布するシナノタンポ
ポ、関東南部～東海を中心に分布するトウカイタ
ンポポもあります。また、国内外来種として西日本
に分布するシロバナタンポポもたまに見かけます。

野田の在来タンポポ

市内では利根川、江戸川、
利根運河の堤防とその周
辺に分布しています。（関東蒲公英）

Taraxacum platycarpum Dahlst. var. platycarpum

カントウタンポポの花期は春のみです。ただ、秋にぽかぽか
陽気が続くと、返り咲きをすることもあります。花色は明る
い黄色ですが、ときに白っぽい花を咲かせる株があり、ウス
ジロタンポポと呼ばれています。
タンポポの仲間を見分けるポイントのひとつが総苞です。カ
ントウタンポポの場合、総苞外片の長さは総苞全体の半分ほ
どで、先には角ばった突起があります。総苞外片は上を向い
て総苞にぴったりとくっつきますが、果実期には少し開くこ
ともあります。総苞は明るい緑色です。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

利
根
川
堤
防

江
戸
川
堤
防

利根運河

土手、野原 など

市内では堤防の斜面に自生しますが、
近年ここも外来タンポポに置き換わ
りつつあります。また、外来タンポ
ポとの交雑も進んでおり、このまま
だと絶えてしまうかもしれません。

競合 交雑開発
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舌状花

筒状花の
集まり

総
苞

そ
う
ほ
う

とうじょうか

ぜつじょうか

茎はあまり
枝分かれしない

舌状花は
通常薄紫色

毛

タネはまるで皿に
盛りつけたように
平べったく並ぶ

毛の長さは
0.25mmほど

葉の縁はギザギザするが
あまり深くは切れ込まない

葉の質感は
比較的薄い

芽吹いたばかりの
春の葉は食用になる

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

田のあぜなど、日当たりの良い湿った場所によく生える身近な
野菊のひとつです。地下茎を横に張り巡らせながら増えていく
ため、しばしば群生します。通常は草刈りなどによって草丈が
30cm 以下に抑えられていることが多いのですが、草むらの中
などで奔放に育つと１ｍ近くになることもあります。

市内では今のところ数も多く、絶滅
の心配はありませんが、身近な野の
花としてやさしく見守りたいところで
す。生育場所の関係で、農薬の影響
を受けやすいため留意が必要です。

関東地方に住んでいると、カントウヨメナは最も
よく見かけるなじみ深い野菊のひとつです。そ
のためなかなか意識しづらいのですが、実は世
界的に見ると、日本の関東地方周辺だけにしか
自生していない激レアな野草なのです。ヨメナ
の仲間は地域によって生える種類が異なってお
り、東海以西の西日本にはヨメナが、九州南部
～沖縄にはコヨメナが生えています。

関東地方限定の野菊

市内全域、日当たりの良
い湿った場所でよく見られ
ます。

夏から秋にかけ、茎の先に直径３cm ほどの花を咲かせます。
舌状花の色は通常薄紫色ですが、色の濃淡には個性がありま
す。市内には舌状花の先が深く切れ込んだ「チョクザキ型」
と呼ばれるタイプのものが見られることがあります。

東海地方以西に分布するヨメナ（A. yomena）にそっくりで
すが、それに比べると葉の色が明るめで、質感も薄い感じが
します（ヨメナの葉は厚みがある）。ヨメナ、カントウヨメ
ナともに新芽は山菜として食べることができます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

カントウヨメナ（関東嫁菜）
Aster yomena (Kitam.) Honda var. dentatus (Kitam.) H.Hara

農
薬野原、あぜ、水辺 など

キク科 シオン属
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常緑で
葉は
1年中
青 と々
茂る

樹木などに
くっついて
高いところへ
はい上がる 幹は気根で

もじゃもじゃ
この気根で
体を支える

秋の終わり頃に
多数の小さな花が
丸く集まって咲く

1つの花の
直径は
１cmくらい
花びら5枚
雄しべ5本 アイビー／ヘデラ

参
考
セイヨウキヅタ

新しい
つる

毛
が
あ
る

毛
が
ほ
と
ん
ど
な
い

に

果実は
５～６月頃に
成熟する

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

どこにでもよく生えるつる性の樹木です。つるはびっしりと生
えた気根で、もじゃもじゃして見えます。この気根で体を支え
ながら、壁や幹などをよじ登っていきます。このつるは年を重
ねるごとに太くなり、ときに直径5cm以上にもなります。

アイビーやヘデラの名前で、寄せ植えやグランドカ
バーなどに使われる植物は、正式にはセイヨウキヅ
タと言います。そう、日本のキヅタと同じ仲間で、
ヨーロッパ原産の種類です。どちらもよく似ていま
すが、栽培されるセイヨウキヅタは、葉に斑が入る
ものが多く、葉形のバリエーションも豊富です。ま
た新しいつるをよく見ると、キヅタはほぼ無毛なの
に対し、セイヨウキヅタは毛が多く生えています。

キヅタは日本のアイビー

市内全域で見られます。
樹木によく絡みついていま
す。

山林、道ばた など

秋から初冬にかけ、くすんだ黄緑色の花を咲かせます。花には
独特の匂いがあり、小春日和のときはたくさんの昆虫が花を
訪れます。果実は翌年の初夏に黒っぽく熟します。この果実は
人間は食べられませんが、鳥には人気があるようです。

葉は深緑色。厚くて頑丈で、表面には光沢があります。常緑で、
冬も青々としているため、フユヅタとも呼ばれます。葉の形
にはバリエーションがあり、同じ株の中でもいろいろな形が
混じります。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ウコギ科 キヅタ属

キヅタ（木蔦）
Hedera rhombea (Miq.) Bean

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域の樹木として、やさしく見守る気
持ちを大切にしたいところです。

今のところ特になし

気根 ･･･ 土の上に出る根のこと。キヅタの気根は、体を支えるはたらきがあり、支柱根とも呼ばれる。 57



つぼみは
ピンク色

花は
水色で
真ん中が
黄色い

穂の先は
サソリの
尾のように
くるんと巻く

がく

タネ

葉は楕円形で
1本の葉脈が目立つ

がくは５枚だが
タネは４個

花が咲き進むとともに
茎が長く伸びていく

開花の
初期段階
では
茎が短い

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

身近な場所のいたるところによく見られる１～越年草です。
秋に発芽し、ロゼットの状態で越冬し、春に開花結実して枯
れるというサイクルを繰り返しています。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

キュウリグサのキュウリ、これはあの野菜のキュ
ウリのことです。しかし、見た感じはどこにもキュ
ウリの要素がなく、疑問に思う人も多いかもしれ
ませんね。では、どこがキュウリなのか…。葉を
揉んで匂いを嗅ぐと、そこに答えがあります。そ
う、キュウリのような匂いがするのです。草むし
りをしている時にふとキュウリの匂いが漂ってき
たら、近くにキュウリグサがあるかもしれません。

市内全域、環境を問わず
どこにでも見られます。

道ばた、野原、畑地 など

花は直径 2mm 程度と小さいのですが、よく見るととても可
愛らしい姿をしています。花びらは水色で、中心付近はほん
のり黄色になっています。つぼみは、しばしばピンク色にな
ります。

穂の先はくるんと巻いています。花が咲き進むにつれて巻き
がほどけるようにして伸びていき、最終的には 20～ 30cm
ほどの長さになります。このように巻いたような穂のつきか
たを、サソリ状花序または巻散花序と言います。穂の部分に
は葉はありません。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ムラサキ科 キュウリグサ属

キュウリグサ（胡瓜草）
Trigonotis peduncularis  (Trevir.) F.B.Forbes et Hemsl.

今のところ特になし

どこがキュウリ？

ロゼット ･･･ 植物が冬を越すため、地面にべったり張りつくように葉を広げる形のこと。太陽の光をたっぷりと浴び、冷たい風を避けるこ
とができる。58



中心付近に
黄色い
斑紋がある

葉は３枚１組

花の穂は
上向き

覆いかぶさるように
つるを伸ばして
クズのマントをつくる

豆のさやは
茶色くて
硬い毛が
多く生える

葉が落ちた痕
水や養分を
やり取りする
管の痕跡は
まるで顔のよう

葉は冬に枯れるが
つるは生きている

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

林縁や荒れ地に多く、旺盛につるを伸ばし、草木に覆いかぶ
さりながら成長します。冬は落葉しますが、つるは何年も枯
れずに冬芽もできるため、草というよりは、フジと同じよう
な「つる性の木」です。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

日本では地域の生態系の一部として、多くの生き
ものの生命を支えるクズ。人々の生活にも根づき、
古くから秋の七草のひとつとして親しまれ、くず
粉は和菓子の材料にも使われてきました。しかし、
現在、クズは海外にも進出し、各国で猛烈な勢
いで繁茂しています。そのすさまじさから、国際
自然保護連合(IUCN)によって「世界の侵略的外
来生物ワースト100」に選定されているほどです。

海外で猛威を振るう

市内全域、どこにでも生
えています。街中のフェン
スに絡みついている姿も
よく見かけます。

道ばた、林縁、荒れ地 など

マントのように覆いかぶさる植物がつくる群落を「マント群
落」と言います。クズのマントは人々には見た目が悪いと煙
たがられますが、クツワムシなどさまざまな昆虫のすみかと
して重要な役割を担っています。

秋に赤紫色の花が咲き、風情があるために秋の七草のひとつ
に選ばれています。また、根からは良質のでんぷんが採れ、
くず粉として料理にも利用されます。ただ、量産ができない
ため、市販のくず粉の多くはイモデンプンによる代用品です。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

マメ科 クズ属

クズ（葛）
Pueraria lobata (Willd.) Ohwi

今のところ特になし
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葉のわきに
１つずつでき
小さくて
目立たない

雌花

風で揺れて
花粉を
空中に散らす

雄花の穂

樹皮は縦に走る
深い溝が目立つ

寒さに当たると
葉が黄色～茶色に色づく

冬芽は
うろこ状で
毛が多い

殻斗
かく と

堅果
けん  か

どんぐり本体
クヌギは
ずんぐり丸っこい

葉のギザギザは
先が針のように
突き出る

どんぐりの帽子
クヌギは
もじゃもじゃ

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

雑木林をかたちづくる基本樹種のひとつで、特にかつての「武
蔵野の雑木林」では欠かせない存在でした。人里周辺では薪
としての利用が盛んで伐採が繰り返され、結果として良好な
雑木林が維持されてきました。

市内のクヌギは大半が樹齢の若い木
で、樹液レストランができるほどの
ものは少数派です。山林そのものの
開発や、大きくなる前に伐採されて
しまうなどの理由が考えられます。

雑木林のどんぐりとして真っ先に思い浮かべるの
が、コナラとクヌギでしょう。どちらも、たくさん
の生きものを育む樹種で、たった1本あるだけで
周辺の生物多様性は飛躍的に向上します。樹齢
を重ねると、樹皮から樹液を出すようになります
が、そこにはカブトムシやクワガタ類だけではな
く、多種多様な昆虫がやってきます。そのため「樹
液レストラン」、「樹液酒場」とも呼ばれています。

市内の山林内でよく見ら
れますが、樹液を出すほ
どに樹齢を重ねたものは
少ないようです。

山林、林縁 など

開花は４月頃。新芽の展開とともに多数の雄花の穂がぶら下
がります。風媒花で、風が吹くと大量の花粉が舞いあがりま
す。果実はいわゆる「どんぐり」ですが、成熟するのは開花
したその年ではなく、翌年の秋です。

樹高15mにもなる落葉高木で、樹齢を重ねると樹皮は不規則
に深く割れ、かなりでこぼことした感じになります。さらに
年数を重ねると、ところどころから樹液を出すようになりま
す。樹皮は染料としても利用されます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ブナ科 コナラ属

クヌギ（椚）
Quercus acutissima Carruth.

開発

樹液に集まる虫たち
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上に向かって
扇を広げたような
樹形になる

枝は少し
ジグザグして
見える

葉の縁は
ギザギザしている

果実は
とても小さい

葉のわきに
数個ずつ
集まってつく

雄花

雌花
白い部分は
雌しべの柱頭

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

本州から九州にかけての山地に自生する日本在来の樹種ですが、
公園や校庭のシンボルツリーとして、また街路樹として広く植栽さ
れています。タネから芽を出して野生化した株も多く見られます。

市内の野生株の大半は、植栽由来、
つまり国内外来種としての性格が強
いものです。生物多様性の観点から
の保全は不要ですが、巨木は地域の
シンボルとして大切にしたいですね。

「けやき」は野田市の木です。第 28回国民体育
大会決定記念と郷土緑化運動の一環として、昭
和45年10月17日に指定されました。市の花は
「つつじ」で、こちらは市制施行 35 周年記念と
して昭和 60 年５月３日に公募によって選ばれま
した。ちなみに旧・関宿町の町木は「いちい」、
町花は「ぼたん」です。また、千葉県の木は「ま
き」、県の花は「なのはな」になっています。

公園樹や街路樹としてよく
植えられています。市内
全域の山林内に野生株も
多く見られますが、これ
が真の自生かどうかは不
明です。

山林、道ばた、川岸 など

春、新葉の展開とともに葉のわきに小さな花を咲かせます。
雌雄同株ですが雄花と雌花の別があります。果実は葉のわき
にできるものの、とても小さくて目立ちません。晩秋、成熟
すると枝ごと落下しますが、枯れた葉がちょうど翼の役割を
して、風に乗ってひらひらと遠くまで運ばれていきます。

上に向かって扇を広げたような特徴的な樹形をしていますが、
「枝の扇」があまり横に大きく広がらない品種が街路樹に利用
されています。大木になると幹の樹皮がタイル状にはがれ、
このすき間は小型昆虫やクモ類にとって大切な越冬の場です。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ニレ科 ケヤキ属

（欅）
Zelkova serrata (Thunb.) Makino

開発

野田市の木です！

ケヤキ
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アイノコセンダングサ

筒状花
とうじょうか

シロノ
センダングサ

変種

舌状花に
なりかけの
白い花が
何個かつく

ぜつじょうか

舌状花は
白く
長さは
５～７mm

コセン
ダングサ
の花は
筒状花
のみ

タネは熟すと
丸く開く

冬の朝に枯れた茎から
白くて薄い氷が出てくる

タネに２～３本の刺があり
服などに突き刺さる

小葉
しょうよう

小葉の枚数は
３～７枚くらい

たくさんの筒状花が束になり
ひとつの花のようになる

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

世界中に広がっている草で、日本には江戸時代に渡来したと
考えられています。乾燥にも強くてとても丈夫な草なので、
市内でもいたるところで見ることができます。１年草で通常
は冬が来る前に枯れてしまいますが、街中の暖かい場所では
越冬していることも少なくありません。

繁殖力がとても強く、一面を覆いつ
くす勢いで広がっていきます。また、
果実には鋭い刺があり、アキアカネ
などのトンボ類がよくこれに引っか
かってしまいます。

小さな黄色い筒状花が多数集まり、束のようにまとまって、1 つ
の大きな花のようになっています。コセンダングサの花は筒状
花のみで舌状花（1枚の花びらのような花）はありません。

コセンダングサの花の外側に、白い舌状花（１枚
の花びらのような花）が出る株があり、これをシロ
ノセンダングサと言います。また、舌状花になりか
けたような白い花がつく株をアイノコセンダングサ
と呼ぶことがあります。さらに舌状花の長さが
1.5cm以上ととても大きい、タチアワユキセンダン
グサという南方系の変種もあります。タチアワユキ
センダングサは、今のところ市内にはありません。

市内全域、道ばたや荒れ地
にたくさん生えています。
近年は変種のシロノセンダ
ングサが増えてきています。

市内の分布状況

（小栴檀草）

熱帯アメリカ

道ばた、荒れ地 など

駆逐

Bidens pilosa L. var. pilosa

キク科 センダングサ属

コセンダングサ

花の個性いろいろ

タネは細長い形をしており、先に鋭い刺が２～３本あります。こ
の刺で動物の毛や服に刺さり、「ひっつき虫」となります。冬
の初め頃、強い冷え込みがあると、茎の中の水分が凍って皮を
突き破り、白く薄い氷となって外に出てくることがあります。

農業
被害

刺
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花びらは６枚

花は午前中で
しぼんでしまう
ことが多い

花は葉よりも
下につく

細かいタネが
中にびっしりと
詰まっている

果実期の様子
タネができると
枯れてしまう

水の深さによって
葉の形が大きく変わる

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

水田とその周辺の湿った場所にたくさん生える１年草です。
水田地帯ではありふれた草ですが、それ以外の環境にはあま
り見られません。古くはナギ（水葱）とも呼ばれていました。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に育つ野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

ミズアオイ科ミズアオイ属に分類されるコナギとミ
ズアオイ。古くはどちらもナギ（水葱）と呼び、水
田に生える食べられる草として大切にされてきまし
た。今やコナギははびこる雑草として目の敵にさ
れ、一方のミズアオイは環境悪化から希少種とな
り、別の意味で大切にされています。コナギとミ
ズアオイの立ち位置の変化は、私たち人間と自然
の関わりかたを考えさせられるような気がします。

市内全域に分布。水田の
周りで、よく見られます。

水田、湿地 など

花は秋に咲きます。その日の気温によって異なりますが、通
常は午前中のうちにしぼんでしまいます。直径は２cmあるか
どうかと小さいのですが、鮮やかな青紫色でよく目立ちます。
同じ仲間のミズアオイは葉の上に花の穂を出すのに対し、コ
ナギの花は葉よりも低い位置につきます。

ホテイアオイと同じ仲間ですが、ホテイアオイのように水面に
漂うのではなく、水底に根を下ろしそこから葉を出します。水
の深さに応じて、体の形は大きく変化します。水がなくとも生
育可能ですが、土がひどく乾燥すると弱ってしまいます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ミズアオイ科 ミズアオイ属

コナギ（小水葱）
Monochoria vaginalis  (Burm.f.) C.Presl ex Kunth

今のところ特になし

古くは野菜として…
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雌花

雄花

新しい葉の
わきにつくが
とても小さい

雄花は
風と
ともに
花粉を
飛ばす

樹皮は
不規則な
縦の模様
がある

寒くなると
葉は紅葉する

土に落ちた
どんぐりは
やがて芽を出す

堅果
殻斗
かく と けん  か

どんぐり

細長くて
こげ茶色

うろこのような
模様がある

春に咲いた雌花は
その年の秋に
どんぐりとなる

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

クヌギとともに、平地の雑木林を構成する基本樹種のひとつ
です。樹高が 20m にもなる落葉高木で、落ち葉は豊かな土を
つくるもととなり、樹皮から出る樹液が多くの虫の命を支えて
います。また、良質の薪となり人々の暮らしも支えてきました。

薪が生活必需品だった時代、人と雑木林は持ちつ
持たれつの関係でした。人は雑木林の中から、必
要な分だけ伐採。その後、芽吹きが起こって、木は
再生します。これを繰り返すことで木 は々順次更新
され、全体として良好な雑木林が維持されました。
これを「萌芽更新（ほうがこうしん）」と言います。
薪が使われなくなった現代、雑木林は放置され、荒
れたり、宅地化されたりして危機的状況にあります。

雑木林の基本樹種ではあ
りますが、樹液を出すほ
どに成熟した木はそんな
に多くはありません。

山林

果実は、いわゆるどんぐりです。開花したその年の秋に実る
「1年型」で、帽子の部分にはうろこのような模様があります。
どんぐりは、立派なタネですので、土の上に落ちると発芽し
ます。ただ、乾燥すると発芽率は極端に悪くなります。

花期は春で、新しい葉の展開と同時に開花します。雌雄同株で
すが、花は雄花と雌花に分かれます。そのうち、遠目からでも
よく目立つのが雄花の穂。穂は垂れ下がり、わずかな風でもよ
く揺れて花粉を大量に飛ばします。一方の雌花は枝先の葉のわ
きにつきますが、とても小さくて観察にはルーペが必要です。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ブナ科 コナラ属

コナラ（小楢）
Quercus serrata Murray

市内のコナラは大半が樹齢の若い木
で、虫が集まる樹液レストランができ
るほどのものは少数派です。山林その
ものの開発や、大きくなる前に伐採さ
れてしまうなどの理由が考えられます。

開発

人々の暮らしを支えた
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茎は地面を
はうように
伸びていく 茎の途中

から根が
出ること
はない

茎の先のほうに
花と果実が
たくさんつく

葉の真ん中に
黒い線の
ような模様

花の蜜腺に
アリがよく
やってくる

花びらのように
見えるのは蜜腺

果実の表面は
白い毛に
覆われる

コニシキソウ

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

アスファルトのすき間や、土がむき出しになっているような場
所で、地面をはうように伸びていく小さな草です。特に、畑
地に多く見られる傾向があります。成長がとても早く、発芽か
ら10日もすれば、開花・結実するようになります。

同じ仲間に日本在来種のニシキソウ
がありますが、コニシキソウに生育
場所を奪われ、激減しました。また、
畑地で旺盛に繁殖するため、農作物
への影響も懸念されます。

茎をちぎると白い汁が出てきます。子どもたちの間では「トン
ボミルク」等と言い、これをトンボに飲ませる遊びがあります。
ただ、特にトンボがこの汁を好むというわけではないようです。

畑地には、コニシキソウのほかにスベリヒユ、トキ
ンソウ、ゴウシュウアリタソウ、トキワハゼ、ニワホ
コリ、コスズメガヤ、ハキダメギクなどの比較的小
さな草を見ることができます。これらの草の多くは、
いずれも発芽から短期間で開花・結実し、数ヶ月
程度で寿命がつきます。畑はいつ耕されたり除草
されるか分からないため、こうやってうまく人の作
業のすき間をぬって世代交代を行っているのです。

小さな畑地雑草

市内全域、どこにでも生
えています。特に、街中
や畑地周辺の乾燥した場
所に多く見られる傾向が
あります。

市内の分布状況

（小錦草）

北アメリカ

道ばた、畑地、公園 など

駆逐

葉の中心には、黒い線のような模様が入ります。花や果実は
葉わきにつきますが、いずれもとても小さいため、観察するに
は虫眼鏡などの道具が必要です。果実は表面全体に白い毛が
生えていますが、この毛の生えかたは類似種との重要な区別
点になります。

Chamaesyce maculata  (L.) Small

トウダイグサ科 ニシキソウ属

農業
被害
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雄しべ

柱頭

花びらは
白色で
Vの字の
形

雄しべの
本数は
少なめ

雌しべの
柱頭は
３つに
分かれる

茎は赤みを
帯びることが多い

真冬でも
葉は青 と々している

葉は卵形で
先がツンと
とがる

タネの表面は多少ブツブツして
見えるがミドリハコベのような
トゲトゲにはならない

果実は熟すと
皮が５つに開く

ちゅうとう

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

一般に「はこべ」と呼ばれているものは、ミドリハコベとコハ
コベ（本種）の２種があります。国内で最初にコハコベの存在
が気づかれたのは 1922 年の東京でのことで、以降急速に全国
へと広がり、今では身近な「はこべ」の大半がこのコハコベです。

とても丈夫で繁殖力も強力です。ま
た、在来種のミドリハコベとの判別に
悩むような、中間的な姿の株もしばし
ば見られます。ミドリハコベとの間で
交雑が起きている可能性があります。

環境を問わずどこにでも生えますが、特に日当たりの良い場
所を好みます。1年草ですが季節に関係なく出現し、年中開花・
結実を繰り返しています。花は、日が当たるといっせいに開
きます。花びらは白色で５枚ありますが、気温の高い時期は
花びらを省略した状態で開くこともあります。

日本で「はこべ」と言えば、春の七草のひとつ。
葉物野菜の少ない冬場の貴重な青菜として重宝
されてきました。また、摘んだハコベを炒り、塩
と混ぜたものは「ハコベ塩」と言って、歯磨き
粉として使われました。ヨーロッパでも野菜とし
て使われますが、一方でニワトリや小鳥が好んで
食べる草として知られています。そのことから英
語ではchick weed（ヒヨコの草）と言います。

市内全域、どこにでもよ
く見られます。

市内の分布状況

駆逐

小鳥が大好きな草

ミドリハコベとコハコベはよく似ているうえに、生える環境に
よって見た目が大きく変化するため、その見分けは容易ではあ
りません。タネが確実な識別点となりますが、食用にする場合
は、どちらも食べられるため、区別しなくても問題はありません。

（小繁縷）

道ばた、畑地、野原 など

ヨーロッパ

Stellaria media (L.) Vill.

ナデシコ科 ハコベ属

コハコベ

交雑
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タネは
とても硬く
光沢がある

タネは熟すと
苞鞘が
茶色くなる

ハトムギ
変種タネは食用となり

健康茶や薬としても
利用される

タネは細長く
タテの溝があり
もろくて
割れやすい

雄花の穂

柱頭
ちゅうとう

苞鞘
ほうしょう

苞鞘の中に
雌花がある

葉の幅が広く
トウモロコシの
葉に似ている

花の穂は
地味で
目立たない

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

古い時代に熱帯地方より渡来したと考えられる多年草です。
普通の草地にも生えますが、水辺を好む傾向があります。市
内でも池の縁や水路際などによく生えています。

古い時代に定着した外来種で、水辺
の生態系の一員として落ち着いてい
ます。生態系に悪さをする可能性は
低いのですが、風媒花なのでイネ科
花粉症の人は要注意です。

花のない時期は、やせたトウモロコシのような姿をしていま
す。草丈は0.5～１m くらいになり、夏から秋にかけて、茎の
先に花の穂をつけます。１つの穂に雄花と雌花があり、雌花
の先に雄花の穂がつきます。雌花は苞鞘と呼ばれる壺のよう
なものに包まれ、そこから２本の柱頭が顔を出します。

健康茶の原料としてもおなじみのハトムギは、
ジュズダマの変種です。野田市ではほとんど栽
培されていませんが、近隣では栃木県小山市が
有名な産地となっています。ハトムギはタネを包
む苞鞘がジュズダマに比べるともろく、指で比較
的簡単に割ることができます。原産地の東南ア
ジアでは、雑穀として食用にするほか、苞鞘の中
身はヨクイニンと呼ばれ、薬に利用されています。

市内全域で見ることがで
きます。水路や沼べりな
ど、水辺に多く生える傾
向があります。

市内の分布状況

（数珠玉）

熱帯アジア

水辺、荒れ地 など

Coix lacryma-jobi L.

イネ科 ジュズダマ属

ジュズダマ

ハトムギも同じ仲間

果実期になると苞鞘は石のように硬くなり、表面に光沢が出て
きます。これは長持ちするため、数珠やネックレス、お手玉の中
身などに使われます。果実はしずく形なので、英語では、これを
旧約聖書のヨブ（Ｊｏｂ）の涙に見立て、Job’s tearsと言います。

花
粉
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鳥がタネを
あちこちに
運ぶので
いろいろな
ところから
芽生えてくる

果実は熟すと
青みがかった色になる

芽生えた
ばかりの株は
葉があまり
切れ込まない

雄株と雌株があり
写真は雄株

初夏に幹の
てっぺんから
花の穂が
垂れ下がる

花びらは３枚
雄しべは６本

雄花

幹は丈夫な
繊維に覆われる

葉先は
垂れ下がる

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

熱帯の樹木でおなじみのヤシの仲間ですが、比較的寒さに強
い部類に入ります。国内では九州より南の地域に自生します。
それとは別に、寒冷地以外の広域で野生株が見られますが、
これらは栽培からの逃げ出しと考えられます。

野田市内で見られるものは、人が植
えたものが野生化して広がったもの
です。他の在来樹木との間で、場所
をめぐる競争が起こる可能性があり
ます。

葉はうちわのような形で大きいものでは直径 50cm 以上にな
ります。まるでうちわの骨のように細く切れ込み、葉先は折
れて垂れる傾向があります。縁に鋭い刺があるため、工作に
使うときは手を切らないように注意をしてください。

シュロは食用にはなりませんが、生活用品や工
芸品をつくるための素材として、活用されてきま
した。材木は鐘をつくための撞木（しゅもく）と
呼ばれる棒になります。幹の表面を覆う硬い繊
維状のものは、葉の根元が変化したものですが、
強度があるため縄やほうきをつくるのに使われ
ます。それから、葉を切ったり編んだりすると、
さまざまな工作を楽しむことができます。

市内全域にたくさん生えて
います。鳥がタネをあちこ
ちに運ぶため、思いがけ
ないところから芽を出すこ
ともあります。

市内の分布状況

（棕櫚）

日本（九州以南）～中国

山林、神社 など

駆逐

Trachycarpus fortunei (Hook.) H.Wendl.

ヤシ科 シュロ属

シュロ

生活用品や工芸品の素材に

雄株と雌株があります。どちらも初夏になると、幹の先端部か
ら薄い黄色の花の穂が垂れます。雌株は、秋になると丸い果実
が青っぽい灰色に熟します。この果実は鳥に人気があるようで、
鳥によって運ばれたタネがあちこちから芽を出しています。

総合対策
（その他）
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雌花の穂は
上向きにつく

柱頭は 3つ
に分かれる
ちゅうとう

帽子を横から
見るとしま模様

樹皮は細かいぼつぼつが
あるものの割れ目は目立たない

雄花は
穂になって
垂れ下がる

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

一般に「樫（カシ）の木」と呼ばれており、どんぐりがなる
木のひとつです。市内では最も多く見られるどんぐりのひと
つで、うっそうとした山林を形づくり、社寺林や屋敷林を構
成する樹種としても重要です。シラカシは常緑樹なので、夏
の酷暑や冬の寒風を緩和するはたらきがあります。

今のところ絶滅の心配はなく、特別
な保全も不要です。ただ、うっそう
と茂る大木なので目の敵にされがち
です。緑を育む「地域の木」として
大切にしたいところです。

シラカシは大木になると樹皮から樹液を出すよう
になります。この樹液には、カブトムシやノコギリ
クワガタなどの樹液を好む昆虫が多数集まってき
ます。市内ではシラカシのほかに、コナラやクヌギ、
マルバヤナギなどの樹種が大木になると樹皮から
樹液を出して、同様に樹液を好む昆虫たちが集ま
ります。ただ、最近は伐採されてしまうことが多く、
樹液を出すような大木は激減してしまいました。

樹液を出す木

市内全域の山林内に自生
しています。また、民家
周辺を取り囲む屋敷林を
構成する樹種としてもお
なじみです。

山林、社寺林 など

どんぐりは紡錘形で光沢があり、成熟するとこげ茶色になり
ます。帽子は横から見るとしま模様になっています。

花は４～５月頃に咲きます。雌雄同株ですが、雄花と雌花に
分かれています。雄花は穂になって垂れ下がり、樹冠いっぱ
いに咲いて目立ちます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ブナ科 コナラ属

シラカシ（白樫）
Quercus myrsinifolia Blume

開発
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アカザ
変種

新芽は白っぽい

新芽は赤っぽい

花の大きさは
直径1.5mmほど

寒さに
当たると
真っ赤に
色づく

果実は五角形で
中のタネは1個

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

日当たりの良い場所によく見られる１年草で、かなり古い時
代に、ユーラシア大陸から渡来したと考えられています。通
常は冬に枯れますが、市街地では越冬することもあります。

身近な場所でよく見られ、今のとこ
ろ絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

シロザの名前にある「白」は、若い葉が白い粉
を吹いて、茎の先が白っぽく見えることから来て
います。これの色違いで、若い葉の粉の色が赤
紫色のものをアカザ、桃色のものをノアカザと
言います。この３つのうち、市内で最も数が多
いのはシロザで、ノアカザもそこそこの頻度で
見かけます。しかし、アカザはかなりまれで、見
つけたらあたりを引いた気持ちになるほどです。

赤、白、桃色…

市内全域でよく見られま
す。日当たりの良い場所
に多く生えます。

畑地、荒れ地 など

茎がとても頑丈なため、栄養たっぷりの場所で大きく育てる
と、杖を作ることができます。また、新芽は山菜として食べ
られます。ただ、大量に食べ続けると、体質によってはじん
ましんのような皮膚症状が出ることもあります。

若い葉は白い粉を吹くため、茎の先が白っぽく見えます。茎
は成長とともにたくさん枝を出し、夏から秋にかけて、多数
の花を咲かせます。寒さに当たると真っ赤に紅葉します。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ヒユ科 アカザ属

シロザ（白ざ）
Chenopodium album L. 

今のところ特になし
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雌株

花が咲いてから
果実は熟すまで
１年かかる綿棒の

先のような
白い柱頭が
目立つ

花と果実が
同時に見られる

ちゅうとう

葉は分厚くて
光沢がある

春の新芽は
ビロードの
ような
肌触り

雄株

雄花にも
雌しべはあるが
実はならない

葉わきに
たくさんの
小さな花が
かたまって咲く

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

シロダモは常緑広葉樹と呼ばれる、１年中青々とした葉を茂ら
せ、幅の広い葉をつけるタイプの樹種です。これは温暖な気
候に適応したタイプですが、その中でシロダモは比較的寒さ
に強いほうで、東北南部にまで自然の分布があります。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域の樹木として、やさしく見守る気
持ちを大切にしたいところです。

植物の体内に産卵する昆虫の多くは、植物組
織を独特な形に変形させた「虫こぶ」をつく
ります。シロダモの葉にできるブツブツも、
シロダモタマバエという小さなハエがつくった
虫こぶです。虫こぶは、幼虫を外敵から守る
強力なシェルターですが、残念ながらシロダ
モタマバエコマユバチという寄生蜂には無効
のようで、高確率で寄生されてしまっています。

市内全域でよく見られま
す。鳥がタネを運ぶため、
庭に自然と芽生えてくるこ
ともあります。

雌雄別株で、雄株・雌株ともに 10 ～ 11 月にくすんだ黄色い
花を多数咲かせます。雌株はその後に果実ができますが、成
熟するまでに約１年かかります。そのため、赤く熟した果実と
花が同時に見られます。

常緑ですが、春になるといっせいに芽吹いて、若葉が展開します。
若葉は薄茶色のやわらかい毛にびっしりと覆われており、肌触
りはふわふわです。葉が成熟すると、表面の毛はなくなります。
裏面は、ロウのようなものに覆われて白っぽい色をしています。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

クスノキ科 シロダモ属

シロダモ（白だも）
Neolitsea sericea  (Blume) Koidz.

今のところ特になし
山林、林縁、神社 など

葉のブツブツの正体は？
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小葉が
３枚ずつつく
しょうよう

たくさんの白い花が
丸く集まってつく ４つ葉や５つ葉の

できやすい株では
出てくる葉の多くが
４枚以上になる

茎は地面を
はうように伸びていく

枯れた花びらの中に
小さな豆が育ち
その中にタネができる

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

日当たりが良く、背の高い草が少ないような場所によく生え
ています。英語名のクローバー ( 厳密にはホワイトクロー
バー ) の名前でもよく知られています。３枚１組の小葉と、
丸く集まった白い花の穂を次々と出しながら、地面をはうよ
うに伸びていきます。

地面を覆うように広がっていくため、
同じような環境に生える、他の小型
植物の生育を妨げてしまう可能性が
あります。

牧草や景観作物、蜜源植物としても利用されます。牧草用に
改良された大型品種のラジノクローバー (オオシロツメクサ )
は、葉が子どもの手のひらくらいの大きさになります。

シロツメクサの葉は、小葉が３枚１組となって
つくのが基本形ですが、ときに「４つ葉のク
ローバー」と呼ばれる４枚１組の葉が混じるこ
ともあります。また、５つ葉、６つ葉、７つ葉
…と、より多くの枚数の葉が見つかることもあ
ります。踏みつけなどの外的要因のほか、多
数枚の葉ができやすい遺伝子を持っているな
どの理由が考えられます。

４つ葉のクローバー

市内全域、どこにでもよ
く生えています。モモイ
ロツメクサなどの品種
は、シロツメクサの群生
の中に混ざるように生え
ています。

市内の分布状況

（白詰草）

ヨーロッパ

道ばた、公園、造成地 など 

駆逐

花は白色が基本ですが、桃色の花を咲かせる品種のモモイロ
ツメクサがあり、市内にも比較的多く自生しています。また、
葉の色が黒っぽいクロバツメクサや、４つ葉のできやすい株
が園芸用に栽培されています。

Trifolium repens L.

マメ科 シャジクソウ属

シロツメクサ
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雌株

雌しべは
赤色で
ポンポン
のようにつく

雄株

がくは
６枚

雌株は
ぎっしりと
果実がつく

３枚のがくが
大きくなり
タネを包む

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

日当たりの良い草地環境を好み、市内では堤防斜面に特に多
く見ることができます。雌雄別株の多年草です。

身近な場所でよく見られ、今のとこ
ろ絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

スイバの葉はかじるとさわやかな酸味があり、日
本でも山菜として摘んで利用することがありま
す。ヨーロッパでは、「ガーデン・ソレル」や「オ
ゼイユ」などと呼ばれ、ハーブや野菜として広く
栽培されています。サラダやソース、肉・魚料理
などに利用できますが、ホウレンソウと同様に
シュウ酸を含むため、下ごしらえが必要です。
また、一度に大量に食べないようにしてください。

海外では野菜

市内全域の日当たりの良
い野原によく生えていま
す。利根川などの堤防草
地で、特に多く見られます。

野原、土手 など

春に茎を伸ばし、花の穂をつけます。花期の茎の高さは１ｍ
近くに達することもあります。雌株の花穂は、やがて果実の
穂に変化します。果実は熟すと赤みを帯びて一層目立つよう
になります。

葉の根元は矢じり形になっています。色は緑色ですが、寒さ
などの影響で赤みがかった色になることもしばしばです。葉
にはシュウ酸が含まれ、かじると酸っぱい味がします。ベニ
シジミというチョウの食草になっているため、スイバの多い
場所ではたくさんのベニシジミを見ることができます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

タデ科 ギシギシ属

スイバ（酸い葉）
Rumex acetosa L.

今のところ特になし
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栄養茎のてっぺんに
胞子嚢穂がついたもの

ミモチスギナ

普通は
栄養茎の
てっぺんに
胞子嚢穂が
つかない

A
B

　のほうが長い

土の中で
根を長く
張り巡ら
せている

B

はかま（葉）

胞子茎(つくし)
ほう し けい

えいようけい

スギナの
体の一部で
胞子を
つくるところ

スギナの「葉」で
光合成をして養分を
つくるところ

栄養茎(すぎな)

胞子嚢穂
ほう し のうすい

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

日当たりの良い場所でよく見られる多年草です。地上部は高
さ 30cm 前後ですが、土の中では地下茎や根を深く長く張り
巡らせます。一見たくさんの株があるようでも、実は地中で
全部つながっていることも多く、どこまでが１株なのかを調
べるのは容易ではありません。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域の野草として、やさしく見守る気
持ちを大切にしたいところです。

スギナは、胞子をつくる茎（胞子茎、つくし）と、
養分をつくる茎（栄養茎、すぎな）を別々に出し
ます。そのため、普通は栄養茎の先に胞子嚢穂
をつけることはありません。ただ、ミモチスギナと
言って、まれに栄養茎の先に胞子嚢穂がつくこと
があります。ミモチスギナは秋～初冬に出やすく、
「つくし」と「すぎな」どっちを出そうか迷った結果、
中途半端になったのではないかと考えられます。

ミモチスギナ

スギナ自体はどこにでも
よく生えていますが、つく
しは必ず出るとは限りま
せん。つくしは、日当たり
の良い野原やあぜなどに
出やすい傾向があります。

土手、畑地、あぜ など

「つくし」の後に出てくる緑色の部分が、一般に「すぎな」
と呼ばれています。これはスギナの栄養茎です。「つくし」
は胞子を放出するとすぐに枯れますが、「すぎな」は霜が降
りるまで出続けます。

シダ植物なので胞子で繁殖します。春先に出てくる「つくし」
は、スギナの胞子を出すための茎（胞子茎）で、頭の部分（胞
子嚢穂）から青緑色の粉のような胞子が大量に放出されます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

トクサ科 トクサ属

スギナ（杉菜）
Equisetum arvense L.

今のところ特になし

胞
ほう

子
し

嚢
のうすい

穂 ･･･ いくつもの胞子嚢（胞子をつくる部分）が集まって、穂のように並んだもの。74



茎の上部に
葉はあまり
つかない

芒
のぎ

葉の縁は硬く
糸鋸のような
細かい刺がある

穂は毛が多く
芒がある

地下茎は短く
こんもりと茂る

タカノハススキ園芸
品種

葉に鷹の羽根の
ような模様がある

たか

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

日当たりの良い乾いた草原を代表する大型の多年草で、しば
しば群生して「ススキ草原」という環境を形づくります。オギ
のように長い地下茎を出さないため、１か所でこんもりと茂る
ような姿となります。ナンバンギセル（ハマウツボ科）はスス
キの根に寄生しますが、すっかり少なくなってしまいました。

乾燥した草原の代表種ですが、市内
では激減しました。その原因として、
セイバンモロコシなど外来種の繁茂、
そして人間活動に伴う草原環境の消
失などが考えられます。

万葉の時代、山上憶良は「萩の花尾花葛花瞿麦
の花女郎花また藤袴朝貌の花」として秋の七草を
詠みました。これを現行和名にすると、ヤマハギ、
ススキ、クズ、カワラナデシコ、オミナエシ、フジバ
カマ、キキョウで、ススキ群落の植物が勢ぞろい
です。「尾花」がススキのことで、近年はススキ草
原の減少とともに、七草の一部は絶滅危惧種にな
るまで追い詰められているものもあります。

秋の七草の尾花

かつてはよく見られました
が、環境の変化で激減し、
あまり見られなくなりました。

野原、林縁、道ばた など

斑入りの葉をつける園芸品種がいくつかあり、栽培されていま
す。代表的なのは、鷹の羽根を連想させる模様が入るタカノハ
ススキと、しま模様になるシマススキです。

秋になると、すっと立ち上がった茎の先に淡い茶色の穂をつけ
ます。茎の上部にはほとんど葉はつきません。穂は毛が多く、
その中に硬い芒が混じります（オギには芒はありません）。タ
ネが成熟すると穂の毛は白くふわふわになり、風に乗って遠く
に運ばれていきます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

イネ科 ススキ属

ススキ（薄）
Miscanthus sinensis Andersson

競合 開発

芒
のぎ

･･･ イネ科の花の穎
え い

（花を包み保護するもの）の先にある、針のような部分のこと。 75



先端は
巻きひげになる

12～14枚もの
細長い小葉が
羽根のようにつく

果実は毛深く
熟すと黒くなる

タネは中に
２個ずつ入る

お互いに巻きひげで
支えあいながら立ち上がっていく

全体的に細くて
やさしい感じの草

紫がかった
小さな白い
花が３～５個
ずつ咲く

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

日当たりの良い乾燥した場所によく生える１～越年草です。カ
ラスノエンドウ (p53) と同じ仲間ですが、それに比べると葉や
花、果実が小さくて、全体的に繊細な感じであるため、カラ
スに対してスズメを当てたのが名前の由来です。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

スズメノエンドウの葉は、12～ 14 枚ほどの細長
い「小葉（しょうよう）」が鳥の羽根のようについ
て、それで１枚の葉を形づくっています。先端は
巻きひげになっていて、これでつかまりながら、
自分の体を支えています。スズメノエンドウが何
株も生えている場所では、お互いの巻きひげを
絡ませて、支えあいながら茎を伸ばしていきます。
この支えあいはカラスノエンドウにも見られます。

市内全域、日当たりの良
い場所でよく見られます。

土手、野原、道ばた など

果実は、いわゆる豆の形をしています。さやは長さ1cmほどで、
表面には細かい毛がたくさん生えています。中には2個の豆（タ
ネ）が入っています。さやは成熟すると黒くなり、パチンと音
を立てて弾けます。

春に葉のわきから長い柄を伸ばし、その先に数個の小さな花
を咲かせます。花の大きさは 3mm 程度、白っぽい色をして
いますが、よく見るとわずかに紫がかっています。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

マメ科 ソラマメ属

スズメノエンドウ（雀野豌豆）
Vicia hirsuta (L.) Gray

今のところ特になし

巻きひげで支えあう
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早春の水田を
埋めつくす黄緑色の
スズメノカタビラ

霜をまといつつ穂を出す
真冬のスズメノカタビラ

株元は
がっしりしている

穂の色は
紫がかる

葉は
黄緑色で
寒さに
当たると
ちょっぴり
紫がかる

護穎
ご  えい

護穎に
毛がある

護穎の
重なりが
着物の
あわせを
連想
させる

穂の軸に
小さな
刺はない

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

一般にスズメノカタビラと呼ばれているものには、２つの系統
があります。本来のスズメノカタビラは水田に生える本種のこ
とで、道ばたでよく見かけるものはアオスズメノカタビラと言
うヨーロッパ原産の別の系統です。

水田周辺でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。ただ、外
来種のアオスズメノカタビラに押さ
れ気味で、今後の動向が少し気にな
ります。

名前にある帷子（かたびら）は、麻や絹でつくっ
た裏地のない着物のことを言います。いわば
「昔の肌着」です。では、スズメノカタビラの
どの部分がそれを連想させるのでしょうか。答
えは穂です。穂をルーペで見ると、護穎の重
なり具合が、着物のあわせの部分を連想させる
のです。しかし、これを見て帷子を思い浮かべ
るなんて、昔の人の想像力は脱帽ものですね。

市内全域に分布。水田の
周りで、よく見られます。

水田、湿地 など

草丈は５～15cm ほどで、茎は株元でひょろひょろせず、がっ
しりとしています。葉は黄緑色で、寒さに当たるとやや紫がか
ります。穂は紫がかった色です。小穂（しょうすい）をつなぐ
軸の部分には小さな刺はなく、護穎に毛がある点もアオスズメ
ノカタビラとは異なります。

米作りの暦に適応した生活サイクルを送っています。つまり、
稲刈り後に発芽して越冬、早春に開花・結実をして、水田の
作業が始まる前にはタネを残して枯れていきます。積雪の少な
い地域では、冬の間も花の穂を出します。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

イネ科 イチゴツナギ属

スズメノカタビラ（雀の帷子）
Poa annua L.

農
薬

競合

どの部分が帷子なの？

小
しょうすい

穂 ･･･
護
ご

穎
えい

･･･
イネ科の花のあつまりの単位のこと。花の数はさまざま。
イネ科の花を包み保護する穎

え い

の一種。 77



葉はうすくて
やわらかい

茎の先に
少しずんぐりとした
棒のような穂がつく

ノハラ
スズメノテッポウ

母種

スズメノテッポウ
よりも穂が細い

雄しべは
時間とともに
だいだい色に
なる

穂には
短い
芒がある
のぎ

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

従来スズメノテッポウと呼ばれていた草は、水田環境に適応し
た狭義のスズメノテッポウと、畑地環境に適応したノハラスズ
メノテッポウの2つの変種に分けられました。

水田型（狭義のスズメノテッポウ）は、
安定した水田環境に見られますが、
市内では少数派です。一方の畑地型
（ノハラスズメノテッポウ）は数も多
く、絶滅の心配はありません。

一方で、畑のように乾燥していて、いつ耕される
か分からないような環境に適応したものがノハラ
スズメノテッポウです。ノハラスズメノテッポウは、
充実したタネをつくるよりも、いかに短時間でたく
さんのタネを残すことができるのかに重点を置い
ています。そのため、スズメノテッポウに比べると
タネは小さく、穂も細くなる傾向があります。とき
に、10cm未満の草丈で穂を出すこともあります。

ノハラスズメノテッポウ

水田周辺に見られますが、
数はそれほど多くはあり
ません。一方のノハラスズ
メノテッポウは、どこにで
もよく生えています。

水田、畑地、野原 など

水田の場合、毎年耕す時期が決まっているため、それに合わ
せて時間をかけてじっくりと充実した強いタネを残すことがで
きます。そのため、狭義のスズメノテッポウのタネは大きく、
穂もずんぐりとした姿をしています。

狭義のスズメノテッポウは、水田などの湿った場所に多く、米
作りの作業暦に合わせた生活を送っています。つまり、稲刈
り後に発芽してそのまま越冬し、田起こし前の早春に開花・
結実して、作業が始まる前にはタネを残して枯れてしまうとい
う流れです。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

イネ科 スズメノテッポウ属

スズメノテッポウ（雀の鉄砲）
Alopecurus aequalis Sobol. var. amurensis (Kom.) Ohwi

農
薬

芒
のぎ

･･･ イネ科の花の穎
え い

（花を包み保護するもの）の先にある、針のような部分のこと。78



きょ

距
距は
紫色

じょうべん
上弁

そくべん
側弁

しんべん
唇弁通常

側弁に
毛がある

春に紫色の
花を咲かせる 閉鎖花

へい  さ    か

春以外の季節は
開かない花がつく

果実は熟すと
3つに割れて
タネが顔を出す

ミョウジンスミレ園芸
品種

コモロスミレ
品種

花の中心が
濃い紫色

花は
八重咲き

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

日当たりの良い草地に多く生える多年草ですが、１株の寿命
は数年程度と比較的短命です。アリがタネを運ぶためか、道
ばたのアスファルトのすき間などにもよく出現します。

比較的数は多く、花もきれいなため
人々に愛されています。ただ、人の
生活圏内に生えるため、除草剤散布
などのちょっとした出来事による影
響を受けやすい傾向があります。

春に可憐な花を咲かせて人気者のスミレですが、
花が終わると誰一人と見向きもしなくなります。し
かし、実はスミレは霜が降りる頃まで、目立たな
いながらも、ずっと花を咲かせ続けているのです。
この花は、春の花とは違い、つぼみのような状態
のまま中で自家受粉で完結して結実するもので、
閉鎖花と呼ばれています。ぜひ、春以外のスミレ
にも注目して閉鎖花を探してみてくださいね。

市内全域に見られます。
日当たりの良い野原を好み
ますが、街中の道路のす
き間にもよく見られます。

道ばた、野原、土手 など

スミレにはさまざまな品種や変種が知られており、一部は栽
培されています。代表的なものに、長野県小諸市で見つかっ
た八重咲き品種のコモロスミレ、箱根の明神ヶ岳で見つかった
花の中心付近が濃紫色のミョウジンスミレなどがあります。

春に直径2cmほどの花を次々と咲かせます。色は「菫（すみれ）
色」とも称されるあでやかな紫色で、花の中心付近は色が薄
くなっています。側弁には通常毛が生えています。大型連休を
過ぎる頃には紫色の花は咲かなくなりますが、秋にかけて閉
鎖花を次々と出しタネをつくり続けます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

スミレ科 スミレ属

スミレ（菫）
Viola mandshurica W.Becker

農
薬

実は秋まで花が咲く

距
きょ

･･･ 花の後ろ側にあり、細長く突き出した部分のこと。 79



１本の茎にびっしりと
綿毛つきのタネができる

茎や葉は
ざらざらしている

冬の間も
株元に葉が
出ることが多い

黄色い菊のような
小さな花がびっしり
集まっている

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

かつては園芸植物として栽培されたり、花の少ない時期の蜜
源植物として養蜂業者が広めようとしたりと、どちらかと言え
ば役に立つ植物としての位置づけでした。しかし、第二次世
界大戦後、一気に雑草化し日本全国に広がり、今では荒れ地
を覆いつくす勢いで繁茂しています。

一面を覆いつくすような猛烈な繁殖
力を持ち、どんな環境でも生育でき
る適応力があります。そのため、豊
かな自然が残された場所に侵入して、
希少種の生育を妨げます。

地下茎を張り巡らしながら広がっていく上に、大量の綿毛つき
のタネをまき散らし、しかも多年草で株の寿命が長いため、
目を見張るような勢いで繁殖していきます。根からは他の植物
の生育を抑制する成分を出しますが、自分で出した成分にやら
れて、勢いは次第に衰えつつあります。

セイタカアワダチソウは、秋にいっせいに開花し、
ピーク時には一面が真っ黄色になります。これが
花粉を連想させるからでしょうか、かつては花粉症
の原因として嫌われていました。ところが、セイタカ
アワダチソウは虫媒花。その花粉はチョウやハチな
どの昆虫に託し、空中にまき散らすことはありませ
ん。普通に生活している限り、花粉症の原因には
ならず、とんだ濡れ衣を着せられた草と言えます。

市内全域、どこにでも生
育しています。ただ、一
昔前に比べるとその勢い
は落ち着きつつあるようで
す。

市内の分布状況

（背高泡立草）

北アメリカ

河川敷、荒れ地 など

駆逐

Solidago altissima L.

キク科 アキノキリンソウ属

セイタカアワダチソウ

濡れ衣を着せられた草

総合対策
（重点）
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葉の感じは
トウモロコシに
よく似ている

タネは黒っぽくて
強い光沢がある

ヒメモロコシ
品種

小穂に芒はない

穂は
円錐形で
赤みが
かっている

小穂の
先に
芒がある

しょうすい

のぎ

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

世界中で手に負えない勢いで増えている「悪名高き草」です。
国内では 1945 年頃に関東地方で発見され、以降急増しまし
た。市内でもいたるところに生え、もともとあったススキなど
の在来種の生育場所を奪ってしまっています。

風媒花なので、花粉を空中にまき散
らして、イネ科花粉症の原因になりま
す。また、繁殖力が非常に強く、多
年草であるため、一度入り込むと地
域の生態系に大きな打撃を与えます。

地下茎をどんどん伸ばし、わずかにちぎれた地下茎の断片か
らも新しい株として育ちます。また、1つの株の寿命が長く、
一度生えると簡単には抜けないくらい深く根を張ります。さら
に、周りの植物の生育を抑える成分を出し、広範囲にわたって
セイバンモロコシだけが占領する状態になってしまいます。

セイバンモロコシは英語でジョンソングラスと呼ば
れます。これは、かつてジョンソンさんが牧草の候
補に選んだことにちなみます。ところが、葉に含ま
れる青酸配糖体は、分解すると強い毒を持つ青酸
（シアン化水素）になるため、家畜には有毒です。
よく乾燥させた「乾草」なら問題ないようですが、
生乾きだと家畜が命を落とすこともあります。その
ため、牧草としてはほとんど使われないようです。

どこにでも見られ、年々
増加傾向にあります。市
内ではヒメモロコシ型の
ほうが目立ちます。

市内の分布状況

（西蛮蜀黍）

アフリカ

道ばた、土手、荒れ地 など

駆逐

Sorghum propinquum  (Kunth) Hitchc.

イネ科 モロコシ属

セイバンモロコシ

牧草には向かない

初夏から秋にかけて、茎の先に赤茶色の大きな穂をつけます。
小穂の先には長い芒がありますが、芒のないヒメモロコシと言う
品種もあります。市内にはヒメモロコシが多く、芒の出かたが
中途半端でどちらともつかないものもしばしば見受けられます。

花
粉

総合対策
（その他）

小
しょうすい

穂 ･･･
芒
のぎ

   ･･･
イネ科の花のあつまりの単位のこと。花の数はさまざま。
イネ科の花の穎

え い

（花を包み保護するもの）の先にある、針のような部分のこと。 81



夏に茎を伸ばし
白い花を咲かせる

花の頃の
茎や葉は硬くて
あまり美味しくない

果実は楕円形で
熟すと２個に分かれる

花は白色で
花びらは５枚

葉は
やわらかく
香りが良い

地下茎だけではなく
地上でも地面を
はうような茎を伸ばす

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

水辺によく生える多年草です。ときに、野原や林縁など、土
がそれほど湿っていないような場所にも見られます。

水辺によく見られ、今のところ絶滅
の心配はありません。しかし、目の
敵にしすぎるのは考えもの。地域に
咲く野の花として、やさしく見守る
気持ちを大切にしたいところです。

セリは、さわやかな香りとしゃきっとした食感が
魅力の緑黄色野菜で、スーパーの店頭にも普通
に並んでいます。また、冬の間も青々とした葉
を出していて、風邪予防や胃の疲れを取る効果
があるとされ、春の七草のひとつとして七草が
ゆにも入れられてきました。ただ、水辺には、タ
ガラシなどの有毒植物も生えているため、セリ
摘みの際は混入しないように気をつけましょう。

市内全域の水辺に生え、
しばしば群生します。水
質汚染に強く、汚れた場
所にも見られます。

湿地、水辺 など

初夏になると茎が立ち上がり始め、草丈は 30 ～ 50cm ほど
にまで伸びます。７～８月頃、茎の先に小さな白い花を傘状
につけます。花びらは、中心から山折りにしたように折りたた
まっており、先端は軽く切れ込みます。

地下茎と、地表をはう茎を横に長く伸ばして、節々から根と葉
を次々と出しながら旺盛に広がっていきます。名前のセリは、
まるで競り（せり）あうかのように葉を出しているように見え
ることから来ていると言われています。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

セリ科 セリ属

セリ（芹）
Oenanthe javanica (Blume) DC.

開発

日本原産の健康野菜
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すき間
すき間からは
細かいタネが
こぼれる

まだ未熟な果実

秋に果実が
赤くなって
まるでゆでた
タコのあしの
ようになる

がくは５枚
雄しべは10本

白い花びらが
1～２枚
つくことも

通常
花びらはない

花のない時期の雰囲気は
ヤナギの幼木に似る

茎はしばしば
赤みがかる

春の芽生えは
赤みがかった色

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

多年草ではありますが、生き続けるためには定期的なかく乱（洪
水や天地返しで表土がかき混ぜられること）が必要です。その
ため、突然大量発生したかと思いきや、パタッと消滅してしま
うという感じで、同じ場所で毎年必ず見られるとは限りません。

環境省レッドリストでは準絶滅危惧
ですが、野田市では比較的よく見ら
れます。それでも外来種との競争、
湿地の埋め立てや乾燥化などの影響
を受けやすいため、油断は禁物です。

　植物図鑑に書かれている「○○科」は、分類上、
その植物が所属するグループ名のようなもの。そ
の分けかた（分類体系）には、いくつかの方法があ
ります。中にはどれを採用するかで、所属が変わる
植物もあり、タコノアシもそのひとつです。タコノ
アシの科名はベンケイソウ科、ユキノシタ科、タコ
ノアシ科と本によって違いますが、これはその本が
どの分類体系を採用しているかの違いです。

市内全域に分布し、湿地
や沼の周りで見ることがで
きます。河川敷でも、土
がぬかるんでいるような場
所によく生えています。

河川敷、湿地、水辺 など

花のない時期はヤナギの若木に雰囲気が似ています。花の穂
が出るのは８～９月頃。その形はまるでタコのあしを逆さまに
したような姿で、これが名前の由来になっています。花に花び
らはありませんが、ときに花びらの痕跡のようなものが 1～ 2
枚つくこともあります。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

タコノアシ科 タコノアシ属

タコノアシ（蛸の足）
Penthorum chinense Pursh

環
境
省 NT

レ
ッ
ド
リ
ス
ト

の
位
置
づ
け

乾燥化開発 競合

秋、気温が下がってくると次第に紅葉し、穂もタコのあしの形
のまま真っ赤になります。その姿は「ゆでだこ」と呼ばれ、親
しまれています。

タコノアシは何科の植物？
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田起こし前の水田を
真っ白に染める
タネツケバナの群生

花びらは
白色で4枚
雄しべは６本

茎や葉にはっきりと
毛が生えることが多い

ロゼットで
冬を越すが
地面に
べったり
ではなく
少し立ち
上がること
が多い

果実は棒のような形で
斜め上に向かってつく

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

湿った場所によく生え、水辺ではしばしば群生します。株ごと
に個性が出やすく、葉の色や形、茎の色、草丈、全体の草姿、
毛の様子などをていねいに観察すると、その形態のバリエー
ションの豊富さに驚かされます。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

タネツケバナを漢字で書くと種漬花。これは、苗
代をつくるために種もみを水に漬ける頃に花が咲
くという意味です。タネツケバナは水辺を好み、水
田内にもよく生えます。米作りの暦にもうまく適応
しており、稲刈り後に芽を出し始め、ロゼットの状
態で越冬、そして田起こし前にいっせいに開花・
結実して、タネを残します。早春の水田で咲き乱
れるタネツケバナは、なかなか美しいものです。

タネツケバナと水田

市内全域の水辺によく見
られます。特に、水田地
帯に多く、春先は白い花
のじゅうたんとなることも
あるほどです。

湿地、水田、河川敷 など

タネツケバナの葉にはほんのりカラシナのような風味があり、
食用になります。ただ、水辺の野草には寄生虫がついているこ
とがあるので、食べる場合はよく水で洗うことをオススメします。

主な花期は春ですが、気候のよく似た秋から初冬にかけても花
が見られます。花が咲き進むとともに茎が伸び、果実の穂にな
ります。果実は棒状で、熟すと皮が２つにくるんとまくれるよう
にして弾け、中のタネを勢いよくまき散らします。タネは水に
も浮かび、流れに乗ってさらにあちこちへと拡散していきます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

アブラナ科 タネツケバナ属

タネツケバナ（種漬花）
Cardamine occulta Hornem.

今のところ特になし

ロゼット ･･･ 植物が冬を越すため、地面にべったり張りつくように葉を広げる形のこと。太陽の光をたっぷりと浴び、冷たい風を避けるこ
とができる。84



アオチカラシバ
品種

毛は緑色

大きなブラシのような
穂がたくさんつく

毛は紫
がかった色 冬になると

穂の軸だけが残って
ツンツンして見える

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

乾燥した野原や道ばたなどに生え、しばしば群生します。特
に、砂利道に沿って多く見られる傾向があります。多年草で、
何年もかけて根をがっしりと張っていきます。

道ばたを好むため、除草剤散布や舗
装など人間活動の影響を受けやすい
傾向があります。ありふれた草です
が目の敵にはせず、地域の野の花と
してやさしく見守りたいところです。

チカラシバを漢字で書くと力芝。多年草で何
年もかけて大株に育ち、がっしりと力強く根を
張ることが名前の由来となっています。童話『大
きなカブ』のように、大人が思いっきり引っ張っ
ても抜けません。茎や葉も強く、引っ張っても
簡単にはちぎれません。穂を摘むときは、勢い
よく引っ張ると手を切ってしまうので、ハサミ
を使うか、爪を使ってねじ切るようにします。

とても力強い草

市内全域に生育していま
す。乾燥した野原や道ば
たに生え、特に砂利道沿
いに多く見られます。

道ばた、野原 など

タネが熟すと、小穂（しょうすい・穂を構成するツブツブの
部分）がそっくりそのまま軸から外れるように脱落していき
ます。そのため、冬場は軸だけが残ってツンツンとした姿に
なります。タネは服や動物の体に刺さるようにくっつき、遠
くまで運ばれていきます。

夏の終わりから秋にかけて、エノコログサを大きくしたよう
なブラシ状の穂を次から次へと出します。穂の剛毛は紫が
かった色をしているのが普通ですが、ごくまれに緑色のもの
（アオチカラシバと言う）も見られます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

イネ科 チカラシバ属

チカラシバ（力芝）
Pennisetum alopecuroides Spreng.

農
薬

開発
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虫をおびきよせる
ための飾り雄しべ
花粉は出ない

笹舟のような
形の苞がある

ほう

タネはごつごつしている

果実は苞の中で育ち
熟すと苞の外に顔を出す

シロバナ
ツユクサ

品種

品種
ケツユクサ

花は白い

苞に
毛がある

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

身近な場所によく生える１年草です。茎はやわらかく、折れや
すいのですが、節々から根を出す性質があります。環境適応
力も強く、水に浸かったり、乾燥や直射日光にさらされたりし
ても動じないほどの強さを持っています。

身近な場所でよく見られ、今のとこ
ろ絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

ツユクサは、花色や花弁の形などにいろいろな
個性があり、さまざまな名前がつけられていま
す。花色の個性として、白色花のシロバナツユ
クサ、薄い紫色のウスイロツユクサ、花弁が白
く縁どられたようになるメガネツユクサがあり
ます。また、花弁がウサギの耳のように細長い
ウサギツユクサ、葉に斑が入るギンスジツユク
サ、苞に毛が生えるケツユクサなどもあります。

ツユクサは個性豊か

市内全域の身近な場所、
どこにでもよく見られま
す。

道ばた、野原 など

夏から秋にかけて開花しますが、夏は朝のうちでしぼんでしま
います。秋になって気温が下がると、比較的遅い時間まで咲
くようになります。

花弁は３枚ですが、うち１枚は小さくて目立ちません。花弁の
青色は、紙などにこすりつけると色がつくため、古くはツキク
サと言い、それが転訛（てんか）してツユクサとなりました。
この青い色素は、手描き友禅の下絵にも使われています。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ツユクサ科 ツユクサ属

ツユクサ（露草）
Commelina communis L.

今のところ特になし
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小葉
しょうよう

小葉は 3枚

花の
大きさは
５～８mm
くらい

つるで
あちこちに
絡みつく

中の豆は
小さく硬い

晴れた日にパチンと
音を立てながらはぜる

豆のさやは
茶色い毛が
びっしり生える

ダイズ
亜種

白い花もある

豆は
ツルマメ
よりも
大きい

茎はつるに
ならず
自力で立つ
ものが多い

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

身近な場所でよく見られる１年草です。茎は、つるになってあ
ちこちに絡みついたり、覆いかぶさったりしながら旺盛に伸び
ていきます。葉はいわゆる３つ葉（小葉が３枚）です。花の
ない時期はヤブマメにも似ますが、小葉はそれに比べると細
長い形をしています（ヤブマメの小葉はひし形に近い）。

市内全域でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に育つ野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

野田市といえば、枝豆や大豆のイメージがありま
すね。どちらもダイズという植物の果実（豆）で、
未熟な状態で収穫したものを枝豆、完熟させたも
のを大豆として区別しています。栽培の歴史も古
く、多種多様な栽培品種が知られています。ダイ
ズは栽培種ですが、そのもとになった野生種（原
種）が、このツルマメと言われています。言われて
みれば、花や果実の雰囲気はよく似ていますね。

ダイズの原種と言われる

市内全域、身近な場所で
よく見られます。

野原、道ばた、河川敷 など

果実は、枝豆をミニチュアにしたような形です。中に豆（タネ）
が 3 個ほど入っていますが、これは小さくて硬いため、食用に
は不向きです。果実は成熟するとパチンと音を立てて弾け、
中の豆をまき散らします。晩秋の頃、晴れた日に野辺を歩くと、
ツルマメのはぜる音がほうぼうから聞こえてきます。

夏～秋に、紫色の小さな花が葉のわきに咲きます。濃淡や色
味の違いなど、株によって花色に多少の個性が見られます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

マメ科 ダイズ属

ツルマメ（蔓豆）
Glycine max (L.) Merr. subsp. soja (Siebold et Zucc.) H.Ohashi

今のところ特になし
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だいだい色の
模様がある

地面を長くはう
「ほふく枝」は出さない 熟すと割れて

中から細かいタネが
たくさんこぼれる

がくの中に
丸みを帯びた
果実ができる

柱頭は口を開けた
ヘビのような形
ちゅうとう

触るとパクッと閉じる

※観察用に花びらを
　取り除いてあります

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

公園の隅や道ばた、畑地やあぜなど、いたるところにごく普
通に生えている小さな草です。日当たりの良い場所に限らず、
建物や樹木の影などで薄暗くてゼニゴケに覆われていたり、
土がむき出しになっているような場所でもよく見かけます。
ただ、背の高い草が生い茂っているような環境には見られま
せん。

身近な場所にごく普通で、今のとこ
ろ絶滅の心配はありません。しかし
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見
守る気持ちを大切にしたいところで

　トキワハゼやムラサキサギゴケの柱頭（雌し
べの先端部分）はまるで蛇の頭のように 2 つに
裂けていて、口を開けたような状態になってい
ます。そこに昆虫がやってきて、柱頭に接触す
ると、その刺激で口を閉じます。しばらくすると
また口を開け、接触刺激があると口を閉じます。
この動きを柱頭運動と言い、受粉を確実にする
ための仕掛けと考えられます。

花粉を飲み込む

市内全域、環境を問わず
どこにでもよく見られま
す。植木鉢や花だんの中
から自然と芽生えてくるこ
ともあります。

庭の隅、畑地、あぜ など

ムラサキサギゴケに似ていますが、こちらは 1 年草で、地を
這うような長い茎が伸びることはありません。花はムラサキ
サギゴケよりも小型で色も淡めですが、両者とも個体差がだ
いぶあるので、見分けポイントとしてはおススメできません。

花はうすい紫色で、黄色や橙色の斑紋があります。ごく稀に
白い花を咲かせる株もあり、これをシロバナトキワハゼと言
います。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

サギゴケ科 サギゴケ属

（常磐爆ぜ）
Mazus pumilus (Burm.f.) Steenis  

今のところ特になし

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

公園の隅や道ばた、畑地やあぜなど、いたるところに生えてい
る小さな草です。日当たりの良い場所に限らず、建物や樹木
の影などで薄暗くてゼニゴケに覆われていたり、土がむき出し
になっているような場所でもよく見かけます。ただ、背の高い
草が生い茂っているような環境には見られません。

身近な場所でよく見られ、今のとこ
ろ絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

トキワハゼやムラサキサギゴケの柱頭（雌しべ
の先端部分）はまるで蛇の頭のように 2 つに
裂けていて、口を開けたような状態になってい
ます。そこに昆虫がやってきて、柱頭に接触
すると、その刺激で口を閉じます。しばらく
するとまた口を開け、接触刺激があると口を
閉じます。この動きを柱頭運動と言い、受粉
を確実にするための仕掛けと考えられます。

花粉を飲み込む

庭の隅、畑地、あぜ など

ムラサキサギゴケに似ていますが、トキワハゼは1年草で、地
をはうような長い茎が伸びることはありません。花はムラサキ
サギゴケよりも小型で色も淡めですが、両者とも個体差がある
ので、見分けポイントとしてはオススメできません。

花は薄い紫色で、黄色やだいだい色の斑紋があります。ごく
まれに白い花を咲かせる株もあり、これをシロバナトキワハゼ
と言います。季節に関係なく、ほぼ周年開花します。

日本在来
原 産 地

サギゴケ科 サギゴケ属

トキワハゼ

今のところ特になし
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白い花びらのような
部分は通常4枚

葉は暗い緑色で
ハート形

花には雄しべと
雌しべしかない

白い花びらのような部分は
葉が変化してできたもの

本当の
花の穂は
この部分

品種

品種
ゴシキドクダミ
ヤエドクダミ

ドクダミ科 ドクダミ属

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

薄暗くてジメジメとした、やぶ蚊のいそうな場所によく生育し
ています。地下茎でどんどん増えていくため、一面のドクダミ
の群生となることもあります。

身近な場所でよく見られ、今のとこ
ろ絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

ドクダミは健康茶の原料となるため、有用植
物として栽培されています。また、白い花び
らのようなものが多数ついて豪華なヤエドクダ
ミや、カラフルな葉をつけるゴシキドクダミな
どの園芸品種があり、観賞用にも栽培されて
います。しぶとくて臭い、嫌われ者のイメージ
が強いドクダミですが、実は無限大の魅力を
秘めた、「日本原産のハーブ」なのです。

市内全域に生えています。
特に、林内など薄暗くジ
メジメとした場所に多く見
られます。（蕺草）

林内、公園の木陰 など

Houttuynia cordata Thunb.

茎や葉には独特の悪臭があり、その臭いでドクダミの存在に気
づくほどです。しかし、古くから何にでも効く薬草として重宝
され、現代でも健康茶の材料として根強い人気があります。
また、加熱すると臭いは消え、山菜として食べることもできます。

梅雨の頃にいっせいに花を咲かせます。白い花びらのような
ものは花びらではなく、葉が変化してできたものです。本当
の花は中心に立つ黄色い棒状の部分で、ここに雄しべと雌し
べだけのシンプルな構造の小さな花がぎっしりとつきます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

今のところ特になし

ドクダミ

ドクダミを栽培？
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花びらは
通常４枚

ときに
黒い斑紋が
入ることも

大型連休の頃に
だいだい色の花が咲く

砂のように細かいタネが
ぎっしり詰まっている

果実は
ヒナゲシ
（ポピー）
よりも細長い

このすき間
からタネが
パラパラと
こぼれる

秋に発芽し
ロゼットで
冬越しする

環境が悪いと
小さな姿のままで
花を咲かせる

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

国内では、1961 年に東京で発見された後、しばらくは比較
的珍しいものでしたが、2000 年代に入ってから爆発的な勢い
で広がり、今ではすっかり初夏の景色の１つとして定着してい
ます。日本では特に区別はされていませんが、原産地では花
の形などからいくつかの亜種に分けられています。

１つの花から膨大な数のタネができ、
すさまじい繁殖力を見せつけていま
す。他の植物の生育場所を奪う上に、
農地にどんどん侵入して「畑の強害
雑草」にもなっています。

４～５月頃にいっせいに開花します。花はだいだい色で、黒い斑
紋が入ることもあります。花びらは通常４枚ですが、枚数はしば
しば変動します。また、花の大きさは環境によって大きく変動し、
同じ種類とは思えないほど小さな花をつけることもあります。

市内全域、環境を問わず
どこにでもよく見られま
す。

市内の分布状況

（長実雛罌粟）

地中海沿岸

道ばた、畑地、荒れ地 など

駆逐

Papaver dubium L.

ケシ科 ケシ属

ナガミヒナゲシ

果実は円柱形で上向きにつきます。この中には砂粒のように
細かいタネがぎっしりと詰まっています。種子生産力がとても
強く、１株で15万粒ものタネがつくられるとも言われています。

ナガミヒナゲシは、21 世紀に入ってから爆発的な
勢いで広がりました。この急拡大にはさまざまな理
由が複雑に絡み合っています。その最大の理由は、
タネが砂粒のように細かく、雨の日にタイヤにつく
などして車が広げたというものです。また、都市化
で冬の気温が高くなり株がよく育って種子生産力
が高められていること、花がきれいで刈られずに
残されていることなどの理由も挙げられています。

都市化が繁殖を手助けか

農業
被害

ロゼット ･･･ 植物が冬を越すため、地面にべったり張りつくように葉を広げる形のこと。太陽の光をたっぷりと浴び、冷たい風を避けるこ
とができる。90



葉の形の変化例

気
温
な
ど
環
境
に
よ
っ
て
葉
の
形
は
変
わ
る

ホソミナズナ
変種

果実が
細長い

茎の先に
花が咲く

花が咲き進むと
茎がどんどん伸びて
長い穂になる

花びらは
白色で４枚

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

特に畑地環境に多く見られる１～越年草です。「ぺんぺん草も
生えない」という言葉があるほど、どこにでもよく生え、とて
も丈夫な草です。茎や葉は食用になり、春の七草として七草
がゆにも入れられます。

身近な場所でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

ナズナは日本にとどまらず、温帯地域に広く分
布する種類です。日本のナズナは、果実の幅と
長さがだいたい同じくらいで、正三角形に近い
形をしています。一方、ヨーロッパなどでは、果
実が明らかに細長い二等辺三角形状のホソミナ
ズナと呼ばれる変種が主流と言われています。
ホソミナズナは国内でも発見されており、野田
市内でも、ていねいに探すと時折見られます。

市内全域、どこにでも生
育しています。植木鉢の
中にも自然に芽生えてくる
ほど身近なものです。

道ばた、畑地、野原 など

果実はハート形で、古くはこれを三味線のばちに見立てたため
「ぺんぺん草」の愛称がつけられています。果実の穂を取って、
柄を引っ張ってから耳元で振るとシャラシャラと音がします。

秋に発芽してロゼットの状態で越冬、春になると花を咲かせな
がら茎が伸びて果実の穂をつくり、梅雨入り前にはタネを落と
して枯れるというのが、教科書的なライフサイクルです。しか
し、実際には季節にあまり関係なく、開花結実が見られます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

アブラナ科 ナズナ属

ナズナ（薺）
Capsella bursa-pastoris (L.) Medik.

今のところ特になし

外来種のホソミナズナ

ロゼット ･･･ 植物が冬を越すため、地面にべったり張りつくように葉を広げる形のこと。太陽の光をたっぷりと浴び、冷たい風を避けるこ
とができる。 91



花の後に
棒のような果実が
穂になってつく

この中に
小さなタネが
たくさん
入っている

花びらは４枚で
十の字の形につく

葉の根元は
茎を少し抱く

冬の根は
カブのように
太くなる

葉は厚みがあって
明るい青緑色～黄緑色

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

アブラナ科アブラナ属に分類される植物のうち、黄色い花を
咲かせるいくつかの種類をまとめて「菜の花」と言います。ヨー
ロッパ～ユーラシア大陸に広く分布するもので、古くから栽培
され、世界中でさまざまな品種が作り出されています。

春に黄色い花畑となり美しいのです
が、他の植物の生育場所はなくなっ
てしまいます。また、根が堤防を弱
くする原因になるとして、防災上の
問題も指摘されています。

「菜の花」と呼ばれるものの代表種はアブラナとセイヨウアブ
ラナです。アブラナは国内でも古くから栽培されているもので
す。カブや野沢菜、漬け菜などはアブラナ系品種です。一方の
セイヨウアブラナは、明治時代にヨーロッパから導入されたも
のです。つぼみ菜、のらぼう菜がセイヨウアブラナ系品種です。

川の土手にたくさん生えている「菜の花」は、
今までセイヨウアブラナという種類だろうと考
えられてきました。ところが、遺伝子解析を用
いた新しい研究では、これらの大半はセイヨ
ウアブラナではなく、アブラナだったという
結果が出ているようです。利根川や江戸川の
土手に生えているものも、もしかしたらアブラ
ナかもしれません。今後の研究が楽しみです。

利根川や江戸川、利根運
河の土手に特に多く、春
は黄色い花のじゅうたん
となります。それ以外の
場所でもいたるところで見
られます。

市内の分布状況

（菜の花）

ヨーロッパ

土手、畑地、道ばた など

駆逐

Brassica spp.

アブラナ科 アブラナ属

ナノハナの仲間

土手の菜の花の正体は？

土手などで野生化している「菜の花」は、冬に根が大きく膨
らんでカブのようになります。春の開花結実に向けて養分を貯
えたものですが、残念ながら硬くて食べられません。
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葉は深緑色で
独特の香りがある

白い花が丸く
集まってつく

花後はぎっしりと
果実ができる

１つの花の
花弁は6枚

果実が熟すと割れて中から
黒いタネがこぼれる

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

独特な香りが特徴の緑黄色野菜です。畑や家庭菜園などで栽培
されますが、道ばたや野原などにも野生のものがたくさん生え
ています。

タネでよく増えるため、各地で野生
化しています。繁殖力がとても強い
ため、あまり増えすぎると、同じよ
うな環境に生える他の植物の生育場
所を奪ってしまう可能性があります。

8～9月頃に白い花をたくさん咲かせ、なかなか美しいものです。
セセリチョウの仲間、タテハチョウの仲間、ハナムグリの仲間、
ハナアブの仲間など、多くの昆虫が蜜や花粉を求めてやってく
るため、昆虫観察にも最適です。

栄養たっぷりの野菜として、食卓でもおなじみの
ニラ。庭や畑の隅にもよく植えられています。さら
に、古事記にも登場するような歴史ある植物です
が、実は真の原産地ははっきりと分かっていませ
ん。一説には、日本を含めた東アジア地域周辺が
原産とする説もあり、実際に日本の野辺にもたく
さん生えています。ただ、これが真の自生なのか
栽培株の野生化なのかは、やっぱり不明です。

庭や畑にも栽培されます
が、タネでよく増えるので
野生化しています。道ばた
や野原など、身近な場所に
たくさん生えています。

市内の分布状況

（韮）

東アジア など

駆逐

野生株を山菜感覚で利用することも可能ですが、スイセンやヒ
ガンバナ、タマスダレなど有毒植物との誤食事故が後を絶ちま
せん。摘むときは葉の香りをしっかり確認し、自信がないときは
手を出さないようにしてください。

Allium tuberosum Rottler ex Spreng.
ニラ

ヒガンバナ科 ネギ属

道ばた、野原 など

有名だけど謎多き植物
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葉は剣形で
先がとがる

株元は
平べったい

白っぽい花通常の花

太陽の光を浴びて
いっせいに花開く

果実は球形で
中にタネが
入っている

花を横から見ると
中心付近は
筒状になっている

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

日本に渡来したのは明治時代です。群生すると花がきれいな
ため、かつては栽培されました。こぼれたタネでよく増える
ため、今は野生化して身近な場所でよく見られるようになっ
ています。特に、日当たりの良い芝生内に多く見られます。

今のところ重大な影響は考えにくい
ですが、芝生を管理する上で問題が
発生する可能性があります。また、
芝地を好む他の植物の生育場所を奪
う可能性があります。

1 つの花の寿命は 1 日で、午前 10 時頃から開き始め、日が
傾いてくると早々にしぼんでしまいます。花色は薄い紫色で、
紫色の縦線が何本も入ります。ときに白い花をつける株もあ
りますが、これにも紫色の縦線が入ります。紫色花、白色花
ともに、花の中心付近は黄色です。

ニワゼキショウの白花株は、分類学上、花色違
いの品種としての名前はつけられていません。
実はこの２つの花色は品種として固定されたも
のではなく、メンデルの法則に則って出現する
ことが分かったためです。つまり、紫花と白花
を交配すると、子の世代はすべて白花となり、
子どうしを交配させた孫の世代は紫花：白花が
おおむね１：３の比率で出現すると言われます。

白い花を咲かせる株

市内全域、どこにでもよ
く生えています。特に、
日当たりの良い芝地を好
む傾向があります。

市内の分布状況

（庭石菖）

北アメリカ

道ばた、公園、土手 など

駆逐

古くはナンキンアヤメとも呼ばれました。また、英語ではブ
ルーアイド・グラス（青い目の草）と言います。

Sisyrinchium rosulatum E.P.Bicknell

アヤメ科 ニワゼキショウ属

ニワゼキショウ
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果実は
くびれて
サングラス
のような
形になる

1つ1つの花は
マメ科植物特有の蝶形花

葉は3枚組
茎の上の
ほうまでつく

ちょうけい　か

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

林とその周辺に生えますが、自然が残されたような場所を選ぶ
傾向があり、住宅地や街中にはあまり見られません。マメ科の
多年草で、草丈は 1m 前後になり、夏から秋にかけて花の穂を
何本も伸ばします。

林の周りに生える植物なので、伐採
や土地改変、ササ等の繁茂が進むと
消滅してしまうおそれがあります。
また、林の縁や林道沿いの過度な除
草も、数を減らす要因となります。

ヌスビトハギの果実は触るとべたべたしています
が、特にべたべたする物質を出しているわけでは
ありません。果実の表面には、肉眼では見えないく
らい小さな刺がびっしりと生えていて、その先端
がかぎ爪になっています。このかぎ爪が肌に引っ
かかるために、べたべたするように感じられるの
です。ヌスビトハギの果実を入手する機会があっ
たら、ルーペなどで表面を観察してみましょう。

果実がくっつく仕組み

マップに示すのは代表的
な自生地です。これ以外
の場所でも、林の周辺で
見つけることができます。

林内、林縁、草地

花後にできる果実は、まるでサングラスのような形をしていま
す。中のタネが熟すとくびれた部分がはずれ、1 つずつ分離し
ます。果実の表面には先がかぎ爪になった微細な毛がびっしり
と生えていて、触るとべたべたして動物の毛や服によくくっつ
きます。
名前の由来は、まるで泥棒がとりつくかのごとく果実がくっつ
くことから、または果実の形がつま先でそろそろと歩く盗人の
足跡のように見えることからなど、いくつかの説があります。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

開発 荒廃

中央の杜

阿部～
木間ケ瀬南部

マメ科 ヌスビトハギ属

ヌスビトハギ（盗人萩）
Desmodium oxyphyllum DC.

理窓公園周辺

中戸谷津

清水公園周辺
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ねじれる方向は決まっていない

葉は深緑色で
やわらかい

花の穂が
ねじれる

花弁は透き通って
キラキラする

ねじれの具合もさまざま

ネジバナ
ラン科 ネジバナ属

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

とても身近な場所に咲くランです。公園の芝生広場や、里山
の林縁などで見られます。特に、芝生の張ってある日当たり
の良い乾いた場所が大好きで、そのような環境下では、一面
の群生となることもあります。

身近な場所でよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に咲く野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

ネジバナの穂のねじれかたは、株によってずい
ぶん異なります。巻く方向は特に決まっておら
ず、左巻き、右巻き両方ともに存在します。また、
巻きの強さもさまざまで、時にほとんど巻かず
に一直線に並ぶものも見られます。ネジバナを
見つけたら、株ごとに見られる個性をいろいろ
探して楽しんでみるのも良いかもしれませんね。

穂のねじれかた

市内全域に自生していま
す。特に、芝の張ってあ
るような場所を好む傾向
があります。（捩花）

芝地、公園、林縁 など

Spiranthes sinensis (Pers.) Ames

今のところ特になし

花期は 6～ 7月頃で、赤紫色の花が螺旋（らせん）状について、
まるで花の穂がねじれているかのようです。名前の由来はそ
こから来ています。花色の濃淡は株によって異なり、まれに
純白の花をつけるシロバナモジズリも見られます。
モジズリ ( 捩摺 ) の別名もありますが、これは花のつきかた
が織物の一種、捩摺の乱れた模様を連想させることから来て
いると言われます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地
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葉わきに
隠れる
ように
刺がある

冬に葉が落ちた後も
赤い果実は目立つ

河川敷のノイバラ群落
険しい「いばらの道」だが
花の時期になると
辺りはバラの香りに包まれる

花びらは
白色で５枚

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

河川敷や水辺によく見られる落葉低木です。地下茎を張り巡ら
せてどんどん増えていくため、辺り一面の群生となることもあ
ります。特に、河川敷では「ノイバラ群落」と呼ばれるノイバラ
を中心とした植生によって構成される環境も見られます。

市内全域でよく見られ、今のところ絶
滅の心配はありません。しかし、目の
敵にしすぎるのは考えもの。地域に
咲く野の花として、やさしく見守る気
持ちを大切にしたいところです。

バラの果実はローズヒップと呼ばれ、品種によって
は、ジャムやハーブティー、果実酒などに利用され
ます。では、ノイバラの果実は食べられるのでしょ
うか。答えは「はい」です。霜に当たると甘みが増
して生食も可能です。ただ、エイジツ（営実）とい
う名前で生薬としても利用されており、その用途
は下剤です。そのため、せいぜい軽く味を見る程
度にして、多食しないことをオススメします。

市内全域でよく見られま
す。河川敷や水辺に多く、
ときに大群生します。

河川敷、水辺 など

初夏に直径 2cm ほどの白い花を多数咲かせ、最盛期には辺り
一面バラの香りが漂います。訪花昆虫にも人気が高く、ハナム
グリやチョウ、ハチの仲間などさまざまな昆虫を見ることができ
ます。秋～冬に小さな丸い赤い果実ができます。

よく枝分かれをしながら２～３ｍほどになりますが、枝はそれほ
ど太くないため、成長とともに次第にしなだれていきます。もた
れかかったり、地をはうように伸びたりすることもしばしばです。
枝には鋭い刺があり、うかつに触ると痛い思いをします。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

バラ科 バラ属

ノイバラ（野茨）
Rosa multiflora Thunb.

果実は食べられるの？

今のところ特になし
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苔むして湿った
古い木の幹によくつく

前葉体から
芽を出した
ばかりの
若い株

胞子嚢の
あつまり

ほう  し  のう
裏側表側

葉の先は
とがる

胞子嚢の
あつまりは
２列に並ぶ

胞子嚢
から
胞子が
出ている

縄に生えた
ノキシノブ
条件が良ければ
こうした人工物の
上でもよく育つ

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

やや湿った場所によく見られる常緑のシダです。名前に軒とあ
るのは、かつては民家の軒先などによく生えたことから来てい
ますが、住宅事情が変わった現在は、軒先ではまず見かけなく
なりました。今は、コケや地衣類が多く生えていて湿っている
ような木の幹や岩壁などでよく見かけます。

よく見られるシダ植物ですが、ノキシ
ノブの好む古木は、伐採の対象にさ
れやすい傾向があります。また、都
市化によって空中湿度が下がると、
葉が傷んで衰弱する原因になります。

ノキシノブは幹によくつくため、「木に影響はない
のか？」という質問をよくいただきます。答えから
先に言うと、「木に影響はないのでそのままで大
丈夫」です。ノキシノブのような植物を着生植物
と言い、単に根を下ろす場所を借りているだけで
す。もちろん木から水や養分を横取りすることは
なく、すべて自力で確保しています。シダ植物に
は、着生植物の性質を持つものが多く見られます。

樹木に悪さはしない

市内全域でよく見られます。
古い木の幹や苔むした岩の
上などにつきます。

古木の幹、岩場、石垣 など

シダ植物なので花は咲かずに種子もできません。代わりに、葉
の裏に胞子嚢ができ、そこから胞子を飛ばして増えていきます。
いくつもの「丸く集まった胞子嚢」が、２列に並んでつきます。
これを目に見立てた、ヤツメランという別名もあります。

根茎は 3mm ほどで、幹などについて横にはうように伸びてい
きます。葉は先がとがった線形で、長さは 5～ 20cm、幅は 5
～１０mmほどです。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

ウラボシ科 ノキシノブ属

ノキシノブ（軒忍）
Lepisorus thunbergianus (Kaulf.) Ching

開発 乾燥化
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ウスジロノゲシ
品種

花の裏側に
薄い赤紫色の
しまがある花は

白っぽい

葉はやわらかく
触っても
あまり痛くない

小さなタンポポの
ような花を開く

寒さが厳しいときは
ロゼットになって
冬越しすることも

総
苞

そ
う
ほ
う

花後開花時

花が終わると
総苞は下膨れになる

タネが熟すと
綿帽子を開く

タネは細かい
横しわでびっしり

特　徴

自生環境
生育を脅かす要因

日本のみならず世界中に分布する、いわゆる「コスモポリタン
種」です。市街地から山地まで環境を問わずに、どこにでもよ
く見られます。草丈は１～2mほどになります。

市内全域にでよく見られ、今のところ
絶滅の心配はありません。しかし、
目の敵にしすぎるのは考えもの。地
域に育つ野の花として、やさしく見守
る気持ちを大切にしたいところです。

ノゲシの花は通常黄色ですが、ときどき白っぽい
花を咲かせる株が見られます。これにはウスジロノ
ゲシの名前がつけられており、ノゲシの花色違い
の品種です。ただ、純白とはならず、中心付近の舌
状花（ぜつじょうか）は黄色っぽい色となる傾向が
あります。かつては珍しく、図鑑にもまず載らない
ものでしたが、なぜか 2000 年代に入ってから急
増。今では普通に見られるようになりました。

白い花のノゲシが増加中

市内全域、身近な場所でよ
く見られます。

道ばた、畑地、野原 など

同じ仲間のオニノゲシとの間にアイノゲシと言う雑種をつくる
ことがあります。アイノゲシは両者の中間的な姿で、タネはで
きません。それとは別に、近年は、市街地を中心に葉の切れ込
みが細かく複雑な形をしたタイプのノゲシが増えてきていま
す。こちらはアイノゲシとは異なり、きちんと結実します。

同じキク科のアキノノゲシに対して、春に花が目立つことから
「ハルノノゲシ」とも呼ばれます。ただ、ノゲシは周年開花性が
強く、季節に関係なく1年中花を咲かせ、タネを飛ばしています。
タネには綿毛がついていて、風であちこちに運ばれていきます。

市内の分布状況

日本在来
原 産 地

キク科 ノゲシ属

ノゲシ（野罌粟）
Sonchus oleraceus L.

今のところ特になし

ロゼット ･･･ 植物が冬を越すため、地面にべったり張りつくように葉を広げる形のこと。太陽の光をたっぷりと浴び、冷たい風を避けるこ
とができる。 99



タネの綿毛は
赤茶色

冬は地上部が枯れ
根のみで過ごして
春になると再び芽を出す

寒くなると
全体が
赤く色づく

葉は
細長く
先が
とがる

柱頭
ちゅうとう

茎は上部が
細かく
枝分かれする

柱頭は
マッチの頭や
こん棒の
ような形

特　徴

原 産 地

自生環境
予想される被害

最初に野田市で発見されたことからノダアカバナと名がつきま
した。長らくカラフトアカバナという既知の種類と同じだとす
る説が有力でしたが、最近、北アメリカに自生する Epilobium 
coloratumという別の種類だということが判明したようです。

かなり前から定着しているようです
が、現時点では生態系に悪影響を及
ぼすほど繁殖している様子はありま
せん。引き続き、今後の動向を見守
る必要があります。

休耕田などの湿った場所に生え、草丈が 1m 近くにもなる多年
草です。茎の上のほうが細かく枝分かれして、夏から秋にかけ
て小さな花を多数咲かせます。咲き始めは白色ですが、時間と
ともに赤みがかり、咲き終わる頃にはピンク色になります。

ノダアカバナは野田市で最初に発見されたことに
ちなむ「野田の地名入り植物」です。昔からありま
したが、正体がはっきりせず、カラフトアカバナと
いう種類と同じとされてきました。ところが神奈川
県植物誌２０１８によると、カラフトアカバナではな
く、北アメリカに自生する別の種類だということが
判明。これに対する日本名はないため、今後ノダ
アカバナという名前で呼ばれる可能性大です。

市内全域に分布しますが、
数は多くありません。また、
神出鬼没で、毎年見られ
るとは限りません。

市内の分布状況

（野田赤花）

北アメリカ

湿地、水辺、休耕田 など

Epilobium coloratum Biehler

アカバナ科 アカバナ属

ノダアカバナ

ついに正体判明か

果実は細長い棒のような形をしています。成熟すると裂けて、
中から綿毛つきのタネが顔を出し、風とともに遠くに飛ばされ
ていきます。綿毛は白ではなく、まるで銅のように赤茶色です。

今のところ特になし
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